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Ⅳ．平成１６年に発生した事故の概要

１．Ｂ級事故

〔１〕 弁当屋における漏えい火災

（１）発生日時 ： 平成１６年１月１３日（火） １５時３５分頃

（２）発生場所 ： 三重県鈴鹿市 弁当屋 鉄骨造平屋建

（３）設備概要 ：

①当住宅建築年 不明

②供給形態 ５０㎏容器 ４本

③燃焼器具 フライヤー 立消え安全装置 有

過熱防止装置 有

空だき防止装置 有

④安全器具の設置状況 ガス漏れ警報器 無

ヒュ－ズガス栓 無

マイコンメータＳ 有

（４）被害状況 ：

①人的被害 死者 １人

軽傷者 １人

②物的被害 店舗全焼

（５）事故の概要 ：

15時35分頃、フライヤーの種火の燃焼状態が悪いため、自ら点検修理を行った。

厨房は段ボールが敷かれており、点検修理作業のためその上に新聞紙を敷いていた。

点検修理作業を終えて、フライヤーに点火したところ、点検作業中に漏えいしてい

たガスに引火し、その火が衣服に燃え移り、そこで転倒してしまったために一気に

全身が炎に包まれて火災に至った。

（６）推定原因 ：

フライヤーの点検修理作業中のガスが漏えいしていたため、点検修理作業を終え

て、フライヤーに点火したところガスに引火した。

（７）行政等の対応：

業務用消費者の使用器具に異常があったときは、業者に連絡し、修理を受けるよ

うパンフレットを作成し配布し、周知徹底を図ることとした。
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〔２〕 開放式湯沸器の換気不良によるＣＯ中毒

（１）発生日時 ： 平成１６年２月１日（日） １０時１５分頃

（２）発生場所 ： 鹿児島県 一般住宅 木造

（３）設備概要 ：

①供給形態 ５０㎏容器 ２本

②燃焼器具 瞬間湯沸器（開放式５号）台所 １台

不完全燃焼防止装置 有

③安全器具等設置状況 ガス漏れ警報器 有

ヒュ－ズガス栓 有

マイコンメータＳ 有

不完全燃焼警報器 無

（４）被害状況 ：

①人的被害 軽症者 ７人

②物的被害 なし

（５）事故の概要 ：

１０時１５分頃、消費者が台所に設置していた瞬間湯沸器を使用していたところ

不完全燃焼となり、７名がＣＯ中毒となった。

事故の直後、警察立会のもとＣＯ測定を行ったところ、ＣＯ濃度は、0.125%であ

った。

（６）推定原因 ：

換気不良状態で瞬間湯沸器を使用していたことから不完全燃焼となり、ＣＯ中毒

となった。

なお、当該湯沸器は消費者が知人から譲り受けたものを自ら設置していたもので

あり、不完全燃焼防止装置が設置されていたが事故時は劣化により作動しなかった

ものと推定される。

（７）今後の対応 ：

本事故は、当該湯沸器に不完全燃焼防止装置が設置されていたにも拘わらず、当該湯沸

器は消費者が知人から譲り受けたものを自ら設置していたものであり、不完全燃焼

防止装置が設置されていたが事故時は劣化により作動しなかったＣＯ中毒となって

いることから、新たに燃焼器具を設置する場合は必ず、販売事業者に連絡して、燃

焼器具の燃焼試験等を実施してもらい燃焼器具に異常が無いことを確認する必要が

ある。



- 49 -

〔３〕質量販売２㎏容器消費先における漏えい火災事故

（１）発生日時 ： 平成１６年８月１０日（火） １８時１２分頃

（２）発生場所 ： 鹿児島県薩摩郡 ゴルフハウステラス 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建

（３）設備概要 ：

①供給形態 ２㎏容器 ３２本

②安全器具の設置状況 ガス漏れ警報器 無

ヒュ－ズガス栓 無

遮断弁付ガスメ－タ－ 無

（４）被害状況 ：

①人的被害 軽傷者７人

②物的被害

（５）事故の概要 ：

１８時１２分頃、レストランテラスで行われていたバーベキューパーティー用の

２㎏容器に従業員が躓き、当該容器が転倒したため、ガスが噴出し周囲のこんろの

火から引火したもの。

（６）推定原因 ：

容器が転倒したため、容器バルブが開き、そこからガスが漏えいして、周囲のコ

ンロの火から引火した。

（７）行政等の対応：

販売事業者に対して「周知及び質量販売の台帳不備」を口頭で指導するとともに

消費者に対して適切な容器管理を指導した。
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〔４〕 充てん作業に係る漏えい爆発

（１）発生日時 ： 平成１６年１０月１日（金） １１時４０分頃

（２）発生場所 ： 福岡県太宰府市 その他店舗 鉄骨造２階建

（３）設備概要 ：

①当住宅建築年 不明

②供給形態 ９８０㎏バルク貯槽 １基

（４）被害状況 ：

①人的被害 軽傷者 １人

②物的被害 工場全焼、家屋全焼、倉庫全焼家屋の一部焼損壊、車輌全焼３台、

車輌半焼５台、車輌損傷６台、バイク全焼１台

（５）事故の概要 ：

１１時４０分頃、充てんのため、塀の下部の隙間から充てんホースを通した後、

反対側から引っ張ったところ、安全継手が作動し離脱した。

充てん作業者が現場で安全継手を接続しようとバルクローリー側充てんホース内

の圧力（ＬＰガス）を抜く作業を行おうと、安全継手とボール弁との接続部を緩め

たが、その際、ボール弁を締めていなかったため、そこから液状のＬＰガスが噴出

した。

充てん作業者は、直ぐにバルクローリーへ戻り非常停止スイッチを押して緊急遮

断弁を閉止した。その間に漏えいしたLPガスが店舗工場内に流入して、何らかの火

から引火、爆発した。

（６）推定原因 ：

① 離脱した安全継手を再度接続する作業は、充てんホース内のＬＰガス(液)を

排除して実施する必要があるがその作業を消費先でそのまま実施していた。

② 充てんホース内のＬＰガス（液）の排除を安全継手とボール弁との接続部を

緩めて行った

（７）行政等の対応

＜経済産業省＞

業界団体に対し、文書により類似事故防止のための注意喚起を行った。

＜県＞

充てん事業者に対して保安教育の充実及びバルクローリー作業基準策定を文書で

指導した。
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〔５〕 共同住宅における爆発・火災

（１）発生日時 ： 平成１６年１０月５日（火） １０時３０分頃

（２）発生場所 ： 神奈川県横須賀市 共同住宅 木造平屋建

（３）設備概要 ：

①当住宅建築年 不明

②供給形態 ５０㎏容器 ２本（２系列）

③安全器具の設置状況 ガス漏れ警報器 有

ヒュ－ズガス栓 有

マイコンメータＳ 有

（４）被害状況 ：

①人的被害 重傷者 ２人

②物的被害 建家全焼

（５）事故の概要

１０時３０分頃、消費者が台所でたばこを吸おうとライターに点火したところ、

突然爆発が起こったもの。

（６）事故の原因

Ｓ型マイコンメーターの継続使用時間遮断機能が作動し、気密試験でガス栓より

上流側で漏えいがないことからゴム管又は燃焼器具から漏えいしたと思われるが焼

失していることから漏えい原因の詳細は不明である。
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〔６〕 埋設管工事中における酸欠

（１）発生日時 ： 平成１６年１２月３日（金）７時４０分頃

（２）発生場所 ： 愛知県碧南市 一般住宅(新築建設現場) プレハブ造２階建

（３）設備概要 ：

①当住宅建築年 建築中

②供給形態 ５０㎏容器 ２８本（集団供給）

③安全器具の設置状況 屋外

（４）被害状況 ：

①人的被害 死者 １人

②物的被害 なし

（５）事故の概要 ：

７時４０分頃、同作業現場の別の作業者が異常に気が付き１１９番通報をしたも

の。集団供給団地内で埋設管（ＰＥ管）で道路から消費者宅敷地内へ引込管の接続

工事を行うため、穴（深さ約70㎝、幅約40㎝、奥行約90㎝）を掘削して作業を行っ

ていた。しかし、ガスの漏えいを防止する措置を行っていなかったため、掘削した

穴にガスが滞留して酸欠となったものと推定される。

（６）推定原因 ：

埋設管の接続作業をガス漏えい措置をしないまま行ったため、漏えいしたガスが

穴に滞留し、酸欠となった。

（７）行政等の対応

＜経済産業局＞

販売事業者へ対して、次の事項を文書により指導するとともに所管の液化石油ガ

ス販売事業者に周知を行った。

① 液化石油ガス設備工事を委託する場合は、委託先の特定液化石油ガス設備工事

業者の届出を確認するとともに、施工から完成までの業務を適切に管理すること。

② 本管から引込管の変更を伴う設備工事を実施する場合は、自主基準等の実施手

順を遵守してガス漏れのない状態で作業を行うこと。

愛知県へ対して所管の液化石油ガス販売事業者及び液化石油ガス設備工事業者に

本件事例の周知及び適切な工事の実施の徹底の指導を依頼した。

＜県＞

愛知県エルピーガス協会へ傘下会員へ適切な工事の実施の徹底の指導を依頼した。
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２．ＣＯ中毒事故の概要

発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 性別年齢 法違反の有無 設置状況 再発防止策

兵庫県 ＣＯ中毒 飲食店 0:30 一般消費者 店員が21時から23時まで厨房で作業して帰宅 排気用フードの ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
神戸市 木造平屋建 等 したが、気分が悪いため救急車で病院に搬送 故障による排気 なし ・食器洗浄器用湯沸器
16.1.13 軽症者 １ された。病院で診断したところＣＯ中毒であ 不良 ・ヒュ－ズガス栓 の点検修理及び排気

（男性21） った。連絡を受けた販売事業者が厨房を点検 あり 用フードのモーター
したところ、食器洗浄器用の湯沸器が不完全 ・法違反なし ・マイコンＳあり の交換を行うまで消
燃焼していた。また、上部の排気用フードは 費先の食器洗浄器用
故障で作動していなかった。 のＬＰガスの供給を
なお、現場でＣＯ測定をしたところ、多量の 止めるよう事故再発
ＣＯが発生していたためＣＯ測定器ではＣＯ 防止を指示した。
濃度測定不能の状態であった。

鹿児島県 ＣＯ中毒 一般住宅 10:15 一般消費者 消費者が台所に設置していた瞬間湯沸器（開 燃焼器具の劣化 ・ガス漏れ警報器
鹿児島市 木造 等 放式５号）を使用していたところ不完全燃焼 及び換気不良に あり
16.2.1 軽症者 ７ となり、７名がＣＯ中毒となった。事故の直 よるＣＯ中毒 ・ヒュ－ズガス栓

(女性38,14 後、警察立会のもとＣＯ測定を行ったとこ あり
,7,男性17, ろ、ＣＯ濃度は、0.125%であった。換気不良 ・保安業務規程 ・マイコンＳあり
12,10,9) 状態で瞬間湯沸器を使用していたことから不 違反（事故通

完全燃焼となり、ＣＯ中毒となったものと推 報の遅れ）
定される。なお、当該湯沸器は消費者が知人
から譲り受けたものを自ら設置していたもの
であり、不完全燃焼防止装置が設置されてい
たが事故時は劣化により作動しなかったもの
と推定される。

香川県 ＣＯ中毒 スーパー 9:20 設備工事業 鮮魚調理場において、ＣＦ式湯沸器が不完全 給排気設備不良 ・ガス漏れ警報器
観音寺市 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 者 燃焼を起こしたため従業員３人がＣＯ中毒と あり
16.3.22 軽症者 ３ 造平屋建 なったもの。ＣＦ式湯沸器の排気筒が風圧の ・ヒュ－ズガス栓

（男性44、 影響を受けやすい位置にあったため、排気不 ・規則44条ﾀ(1) あり
29、75） 良により不完全燃焼となったものと推定され 違反（排気筒 ・マイコンＢあり

た。 の先端が風圧
の影響を受け
やすい位置に
あったこと）

長野県 ＣＯ中毒 加工施設 8:00 一般消費者 ６時頃から４人で蒸し器でおやきの加工作業 換気不良 ・ガス漏れ警報器
須坂市 軽症者 ４ 鉄造平屋建 等 を行っていたが、クーラーを使用していたた あり
16.7.8 め窓を閉め切り、また、換気扇を使用してい ・ヒュ－ズガス栓

なかったため換気不良から不完全燃焼を起こ あり
してＣＯ中毒となった。 ・マイコンSBあり
警察により事故後に再現調査したところ、Ｃ
Ｏ濃度が高濃度に上昇するのが確認された。
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 性別年齢 法違反の有無 設置状況 再発防止策

長野県 ＣＯ中毒 別荘 9:40 一般消費者 台所に設置していた開放式湯沸器（５号）を 換気不良 ・ガス漏れ警報器
茅野市 軽症者 ４ 木造２階建 等 使っていたところ気分が悪くなったため、隣 あり
16.8.13 （女性22, の別荘に助けを求め、そこから消防へ通報さ ・ヒュ－ズガス栓

20,20,17) れた。駆けつけた消防署員により病院に搬送 あり
されＣＯ中毒と診断された。事故後の調査で ・マイコンＳあり
換気扇を回さないで湯沸器を使用していたた
め、換気不良により燃焼不良となり不完全燃
焼を起こしたものと推定された。

福島県 ＣＯ中毒 飲食店 13:00 一般消費者 調理中、換気扇を回すのを忘れて大型こんろ 換気不良 ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
会津若松市 軽症者 ２ 鉄骨造平屋 等 を使用していたところ、換気不良から不完全 あり ・給排気の徹底、ＣＯ
16.9.1 （女性40, 建 燃焼となりＣＯ中毒となった。また、給気口 ・ヒュ－ズガス栓 警報器の設置につい

女性20） の前に荷物を置いていたため十分に給気でき あり て口頭で指導した。
ていなかった。 ・マイコンＳあり
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３．埋設管事故の概要

発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

千葉県 爆発 飲食店 15:30 販売事業者 厨房調理台に背を向けて洗い物をしていたと 配管（隠ぺい） ・ガス漏れ警報器
松戸市 木造 ころ、急に後ろ下方で爆発が起こったもの。 の腐食 あり（検知でき
16.2.4 軽傷者 １ 調査したところ床下隠ぺい部に設置されてい ない位置）

（女性57） る配管が腐食していたため、そこからガスが ・法違反なし ・ヒュ－ズガス栓
漏えいしていた。 あり

・マイコンSBあり

東京都 漏えい その他 不明 当日、消費者からガス臭がすると通報があっ 供給管(埋設管) なし
東大和市 集団供給 たため点検するが異常は発見されなかった。 損傷（推定）
16.2.24 販売事業者は定期点検を早めに実施すること 箇所は特定でき

として３月６日にボーリング調査を実施した なかった。
ところ３箇所でガスが検知された。３月９，
１０日に掘削して供給管を調査したが漏えい ・法違反なし
箇所は確認できなかった。翌１１日に別の消
費者から消防へガス臭がすると通報があった
ことから消防立会で調査を行ったが供給管を
調査したが漏えい箇所は確認できなかった。
その後、全戸容器により仮設供給として、Ｐ
Ｅ管への入れ替え供給とした。

佐賀県 漏えい 一般住宅 17:40 その他 車庫改築業者が工事の際に誤って供給管（埋 車庫改築業者に なし
佐賀郡 ﾘﾌｫｰﾑ業者 設管）を重機で損傷させてしまった。住人か よる供給管(埋 （屋外）
16.3.13 らガス臭の指摘を受けたため、破損箇所にテ 設管)の損傷

ープ巻きの処置を施したが、販売事業者に連
絡はしなかった。翌日、当該住宅の隣人より ・法違反なし
ガス臭がすると販売事業者に連絡があったた
め、現場に行き調査したところ、当該箇所か
らガスが漏えいしていた。

石川県 漏えい 共同住宅 1:50 水道工事業 ４月７日からの水道工事中に水道管と併設し 配管（埋設管） ・ガス漏れ警報器
金沢市 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 者 ていた配管（埋設管）からガスが漏えいして の損傷 なし
16.4.10 造４階建 いるの発見したため、販売事業者へ連絡し ・ヒュ－ズガス栓

た。販売事業者が調査を行ったところ、水道 ・法違反なし なし
工事の際の衝撃で当該箇所（腐食で強度が弱 ・マイコンなし
くなっていた）が損傷したことが判明したた
め、破損箇所を切断して新たな配管を取り付
けた。しかし、９日にも別の箇所で漏えいが
発生したため応急処置を行っていたが、翌日
通行人からガス臭がすると消防へ通報があっ
たためガス供給を停止したもの。
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

埼玉県 漏えい火災 一般住宅 14:55 下水道工事 当該住宅において下水道工事中、誤って圧縮 供給管（埋設管 ・ガス漏れ警報器 （行政指導）
上尾市 木造２階建 業者 削岩機で供給管（埋設管）を損傷したためガ ）の損傷 あり（検知でき 販売事業者に対し、
16.5.22 軽傷者 ２ スが漏えいした。応急措置として損傷部に濡 ない位置） 以下の事項について

（男性23、 れタオルをかけ、電気式小型削岩機で埋設管 ・法27条第１項 ・ヒュ－ズガス栓 文書で指導が行われ
35） の回りの穴を広げようとしていたところ、削 第４号違反（ あり た。

岩機の火花が漏えいしていたガスに引火して 緊急時対応の ・マイコンＳあり ・特定液化石油ガス
火災となった。 不備） 設備工事を委託す
また、保安機関である販売事業者へ14:55に る場合は委託先の
ガス漏れの通報があったが日直者が別の保安 届出、設備士再講
業務で外出しており、電話が別の支店に転送 習、施工後の表示
され、同支店から日直者に連絡をしていた。 施工内容の記録の
日直者から下水道工事業者に応急処置の連絡 適正な実施、施工
をして事故現場に近い設備工事業者に応援を 内容の基準遵守に
要請したが設備工事業者が現場へついたのは ついて確認し、不
15:40で日直者が現場についたのは16:30頃で 適正な事項は是正
あった。 すること。

・埋設管のうち埋設
深さが基準未満の
箇所を是正する。

・他の集中供給先に
ついて再確認を実
施し不適正な箇所
は是正すること。
また、緊急時の対
応体制について、
社内見直しを口頭
で指導した。

新潟県 漏えい 事務所 16:00 その他 造園業者がユンボを使用して植木を撤去した 供給管（埋設管 ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
岩船郡 木造２階建 (造園業者) ときに誤って供給管（埋設管）に接触したた ）の損傷 あり（検知でき 当該販売事業者に次
16.6.2 め、エルボ継手部が損傷して、そこからガス ない位置） の事項を文書で改善

（７戸の集 が漏えいした。なお、造園業者は接触したこ ・法第27条第１ ・ヒュ－ズガス栓 報告を求めた。
団供給施 とには気が付いたが建家から離れており、ま 項第４号違反 あり ・法第27条第１項第
設。当該事 た、都市ガス供給区域でなかったため、接触 ・マイコンＳあり ４号の規定に違反
務所は、１ した管がガス管であるとは認識せずに作業を し、一部の一般消
５年８月に 続けていた。しかし、ガス臭がしたため事務 費者等について緊
供給を止め 所の所有者に連絡したがすぐには連絡が取れ 急時対応が適正に
ている。） ずに19時頃に連絡がついたが、「ガス供給を 実施できない状態

止めているのでそんなことはないだろう」と であった。
言われたためそのまま放置して、販売事業者 全販売事業者、保安
へ連絡をしていなかった。 機関に対し次の事項
19時30分頃に隣人がガス臭に気が付いて消防 を文書で指導した。
へ通報し、消防署員が現場で容器バルブを閉 ・すべての一般消費
止して販売事業者へ連絡した。 者等について、販

売事業者又は保安
機関が３０分以内
に到着可能かどう
かを確認し、違反
状態があれば速や
かに所要の手続き
を行うこと。
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

長野県 漏えい火災 道路下 13:15 その他 下水道工事中作業中に供給管（埋設管）を切 供給管（埋設） なし（屋外） （行政指導等）
飯田市 (下水道工 断したため、ガスが噴き出しサンダーの火花 の損傷 ＬＰガス業界に対し
16.6.29 事業者) から引火したもの。付近にいた別の作業員が ・法第20条違反 類似事故を防止する

土をかけて消火した。１回目の切断でガスの （業務主任者 ため、販売事業者に
漏えいが始まり、２度目の切断の火花が着火 の職務違反） 対して文書により指
源となったものと推定された。連絡を受けた ・法第38条の２ 導した。
販売事業者が同じボンベ庫から埋設管により 違反（液化石
ガス供給していた付近の１４戸のガス供給を 油ガス設備工
停止し、事故発生部分の埋設管修繕工事の後 事の基準適合
安全確認を行った上で供給を再開した。 義務違反）

広島県 漏えい 共同住宅 17:24 販売事業者 通行人からガス臭がすると消防へ通報があり 供給管埋設部の ・ガス漏れ警報器
広島市 木造２階建 現地へ急行した。その後、連絡を受けた販売 腐食 あり（検知でき
16.7.22 事業者が現地へ急行した。供給管の露出部か ない位置）

ら漏えいの有無を確認したところ、漏えいが ・ヒュ－ズガス栓
確認できなかったため、埋設部からの漏えい あり
であると推定した。29日に埋設部の漏えい試 ・マイコンＳあり
験を実施して、当該供給管埋設部からの漏え
いであることが確認された。

福島県 漏えい 一般住宅 12:53 建設業者 消費者宅の増築工事のため建設業者が掘削用 供給管埋設部の ・ガス漏れ警報器
喜多方市 木造 重機でガスメーター付近を掘削していたとこ 損傷 なし
16.7.26 ろ、供給管（埋設部）に気が付かずに誤って ・ヒュ－ズガス栓

折損させたため、ガスが漏えいしたもの。 あり
その際、販売事業者において増加流量遮断の ・マイコンＳあり
通報を受け、現場に急行して処置を施した。

滋賀県 漏えい 共同住宅 16:30 販売事業者 当該共同住宅の貯蔵設備付近からガス臭がす 供給管埋設部の なし（屋外） （行政指導等）
守山市 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ると販売事業者へ連絡が入ったため現場に出 腐食 ・販売事業者に対して
16.9.12 造４階建 動してガス漏れ検知器で貯蔵設備付近の点検 埋設管管理台帳の整

を行ったが反応が無かったため、供給管の気 備、差圧式調整器へ
密試験を実施したところ、０kPaとなった。 の交換を指示した。
点検の結果、本管よりメーターに上がる埋設
部で漏えいしていることが判明した。
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

愛知県 酸欠 一般住宅 7:40 設備工事業 集団供給団地内で埋設管（ＰＥ管）で道路か 埋設管の接続作 なし（屋外） （行政指導等）
碧南市 死 者 １ 新築建設現 者 ら消費者宅敷地内へ引込管の接続工事を行う 業をガス漏えい ＜局＞
16.12.3 （男性33） 場 ため、穴（深さ約70㎝、幅約40㎝、奥行約90 措置をしないま 販売事業者へ対して、

プレハブ造 ㎝）を掘削して作業を行っていた。しかし、 ま行ったため、 次の事項を文書により
＜Ｂ級＞ ２階建 ガスの漏えいを防止する措置を行っていなか 漏えいしたガス 指導するとともに所管

ったため掘削した穴にガスが滞留して酸欠と が穴に滞留し、 の液化石油ガス販売事
なったものと推定される。 酸欠となった。 業者に周知を行った。

・液化石油ガス設備工
事を委託する場合は
委託先の特定液化石
油ガス設備工事業者
の届出を確認すると
ともに、施工から完
成までの業務を適切
に管理すること。

・本管から引込管の変
更を伴う設備工事を
実施する場合は、自
主基準等の実施手順
を遵守してガス漏れ
のない状態で作業を
行うこと。

県へ対して所管の液化
石油ガス販売事業者及
び詠歌石油ガス設備工
事業者に本件事例の周
知及び適切な工事の実
施の徹底の指導を依頼
＜県＞
県エルピーガス協会へ
傘下会員へ適切な工事
の実施の徹底の指導を
依頼した。

北海道 漏えい 共同住宅 14:13 販売事業者 ２階テナントからガス臭がすると販売事業者 供給管(埋設管) ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
札幌市 （店舗、事 へ連絡があったため、現場へ行き２階テナン の腐食 あり（検知でき ・販売事業者へ対して
16.12.25 務所供用） トのＳ型保安メーターの表示を確認したとこ ない位置） 埋設配管について再

鉄筋コンク ろ、「ＢＲ」表示であったため、漏えい試験 ・ヒュ－ズガス栓 発防止の徹底につい
リート造３ を行ったが異常を確認できなかった。Ｓ型保 あり て指導した。
階建 安メーターをテスト遮断して「ＢＲ」表示が ・マイコンＳあり ・道協会に対して事故

消えたのを確認して、引き続き３階のＳ型保 事例の周知による事
安メーターの表示を確認した（表示は出てい 故防止を要請した。
なかった）。この間に１階のテナントから消
防へガス臭がすると通報があり、消防署員が
現場で供給設備の埋設管（施工後22年、白管
）を掘削したところ、腐食により穴が開きガ
スが漏えいしていることを確認した。
なお、平成16年７月１日と10年８日の容器交
換時点検時に「ＢＲ」表示を確認していたが
漏えい検知器で測定した結果、異常が発見で
きなかったため、問題なしとしていた。
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４．バルク供給に係る事故の概要（充てん設備及びバルク貯槽・附属機器等）

発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

長野県 漏えい火災 一般住宅 19:55 一般消費者 ガスが出なくなったため、設置されているバ 液取出弁の誤開 （消費先） （再発防止策）
小諸市 木造平屋建 等 ルク貯槽の所へ行き液取出弁を誤って開けて 放 ・ガス漏れ警報器 ・供給管等に接続され
16.1.22 しまったため、中から液状のＬＰガスが噴き なし ていない液取出弁に

出し、引火したもの。 ・法違反なし ・ヒュ－ズガス栓 は、金属製のプラグ
その後、連絡を受けた販売事業者が現場に行 あり を施し、容易に液が
き、液取出弁のスピンドルを回して止めた。 ・マイコンＳあり 放出されないように

する。

長野県 漏えい 寮 6:10 不明 バルク貯槽付近でガス臭がすることに新聞配 冬場の低温時に ・ガス漏れ警報器
伊那市 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 達員が気が付き、消防へ通報した。消防から 再液化したｶﾞｽ あり（検知でき
16.2.13 造２階建 連絡を受けた販売事業者が現場へ急行してガ が調整器に残っ ない位置）

ス取出弁を閉めて供給を停止した。その後、 たため ・ヒュ－ズガス栓
バルク貯槽のプロテクター内のガス漏えいを あり
ガス検知器で確認した。その後、調整器を交 ・法違反なし ・マイコンＳあり
換して、ガス漏えいがないことを確認して、
供給を再開した。ＬＰガスが再液化して調整
器内に残り、温度上昇により再度気化した際
に、調整器内部の圧力が上昇し、調整器の安
全弁からガスが噴出したと推定される。

滋賀県 漏えい 店舗 11:00 販売事業者 事故当日、バルク貯槽の残量管理を行うた 液面計表示部の ・ガス漏れ警報器 （行政指導）
長浜市 木造２階建 め、ＮＣＵを介して電話回線とフロート式液 交換作業ミス なし ・販売事業者に対して
16.3.19 重傷者 １ 面計を接続する作業を行っていた。 ・ヒュ－ズガス栓 既設のバルク供給設

（男性40） そのときに液面計の警報出力が残液量40％と ・法違反なし あり 備について総点検を
残液量20％を指示したときに出力されるかを ・マイコンなし 指示した。
確認するために液面計の指示部を取り外し、
テスト通信を実施しようとした。しかし、誤
って表示部でなく、フランジ部とバルク貯槽
を固定している六角穴付ボルトを４ヶ所緩め
て、フランジを外してしまったため、そこか
ら液が漏えいした。その後、漏えいを止めよ
うとフランジを押さえ込んで六角穴付ボルト
を締め直したときに凍傷を負ったもの。
なお、当該メーカーの液面計表示部の固定は
プラスネジのものと六角穴付ボルトの２種類
のタイプがあったが取扱説明書は六角穴付ボ
ルトのしか記載されていなかった。

兵庫県 漏えい 共同住宅 23:00 販売事業者 23時頃、共同住宅の住人から保安機関へ、ま バルク貯槽液取 （バルク貯槽） （行政指導等）
姫路市 重傷者 １ 木造２階建 保安機関 た共同住宅のオーナーから消防へガス臭がす 出弁の緩み（緩 ・ガス漏れ検知器 ・兵庫県から販売事業
16.7.4 （男性21） ると通報があった。23:30頃､消防署員、警察 んだ原因不明） あり（作動→対 者へ緊急連絡・通報

署員及び保安機関が現場で確認したところ、 応不備） 体制の整備を指導し
バルク貯槽の通常使用していない液取出弁が た。
15度開いており、そこからガスが漏れている <参考：共同住宅> ・経済産業省は保安機
のを発見したため液取出弁を閉止して漏えい ・ガス漏れ警報器 関に対し、保安業務
を止めた。なお、液取出弁が緩んだ原因は不 あり の適正な実施につい
明である。また、当該一般消費者に係る保安 ・ヒュ－ズガス栓 て厳重に注意すると
機関は、事故当日13時頃、集中監視システム あり ともに液化石油ガス
によりガス漏れ通報を受信していたが対応の ・マイコンＳあり 関係団体へ周知徹底
不備により緊急時出動を行わなかった。 を求めた。
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

宮城県 漏えい 飲食店 9:45 その他 充てんを行うため、ポンプを起動させたとこ ローリーのポン ・ガス漏れ警報器 ＜経済産業省＞
古川市 軽傷者 １ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ （調査中） ろポンプ付近で異音がしているのを確認した プ軸受部の損傷 あり（検知でき ・業界団体に対し、類
16.8.30 （男性46） 造平屋建 ため、ポンプを停止させた。その後、カップ (損傷原因不明) ない位置） 似事故防止のための

リング用液流出防止装置（以下「カップリン ・ヒュ－ズガス栓 注意喚起を行った。
グ」という）を取り外したところ、当該カッ あり
プリングから液状のＬＰガスが吹き出したた ・マイコンＳあり
め、直ちに安全継手上流側にある弁を閉止し
た。その際、充てん作業者の右腕に液状のＬ
Ｐガスがかかり軽度の凍傷を負った。
ポンプ軸受部が何らかの原因で亀裂が生じ、
破損に至った。破損した軸受部の破片が充て
んホースを流れカップリングに達して、当該
カップリングを閉止する際、噛み込んだため
液状のＬＰガスが漏えいしたと推定される。

福岡県 爆発・火災 その他店舗 11:40 充てん事業 充てんのため、塀の下部の隙間から充てんホ ・離脱した安全 なし（屋外） （行政指導等）
太宰府市 軽傷者 １ 鉄骨造２階 者 ースを通した後、反対側から引っ張ったとこ 継手を再度接続 ＜経済産業省＞
16.10.1 （女性89） 建 ろ、安全継手が作動し離脱した。 する作業は、充 ・業界団体に対し、類

物的被害 バルクロー 充てん作業者が現場で安全継手を接続しよう てんホース内の 似事故防止のための
工場全焼、 リー（充て とバルクローリー側充てんホース内の圧力（ ＬＰガス(液)を 注意喚起を行った。
家屋全焼、 ん設備） ＬＰガス）を抜く作業を行っていた。 排除して実施す
倉庫全焼家 安全継手とボール弁との接続部を緩めたが、 る必要があるが ＜県＞
屋の一部焼 その際、ボール弁を締めていなかったため、 その作業を消費 ・充てん事業者に対し
損壊、車輌 そこから液状のＬＰガスが噴出した。 先でそのまま実 て保安教育の充実及
全焼３台、 充てん作業者は、直ぐにバルクローリーへ戻 施していた。 びバルクローリー作
半焼５台、 り非常停止スイッチを押して緊急遮断弁を閉 ・充てんホース 業基準策定を文書で
損傷６台、 止した。その間に漏えいしたLPガスが店舗工 内のＬＰガス（ 指導した。
バイク１台 場内に流入して、何らかの火から引火、爆発 液）の排除を安
全焼 した。 全継手とボール
＜Ｂ級＞ 弁との接続部を

緩めて行った
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５．ＬＰガス事故の概要（全事故）

発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

千葉県 爆発 飲食店 16:45 不明 当該飲食店で爆発が発生したもの。仕込み作 業務用こんろの ・ガス漏れ警報器 （再発防止策）
富里市 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 業中に業務用こんろが煮こぼれにより立消え 立消え あり ・消費者に消費者ミス
16.1.10 軽傷者 １ 造２階建 したためガスが漏えいした。そのガスが店舗 （作動状況不明） に係る事故防止の周

（男性49） 内の奥にある座敷下に滞留して何らかの火源 ・法違反なし ・ヒュ－ズガス栓 知を行う。
から引火、爆発したものと推定されている。 あり

・マイコンＳ

兵庫県 ＣＯ中毒 飲食店 0:30 一般消費者 店員が21時から23時まで厨房で作業して帰宅 排気用フードの ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
神戸市 木造平屋建 等 したが、気分が悪いため救急車で病院に搬送 故障による排気 なし ・食器洗浄器用湯沸器
16.1.13 軽症者 １ された。病院で診断したところＣＯ中毒であ 不良 ・ヒュ－ズガス栓 の点検修理及び排気

（男性21） った。連絡を受けた販売事業者が厨房を点検 あり 用フードのモーター
したところ、食器洗浄器用の湯沸器が不完全 ・法違反なし ・マイコンＳあり の交換を行うまで消
燃焼していた。また、上部の排気用フードは 費先の食器洗浄器用
故障で作動していなかった。 のＬＰガスの供給を
なお、現場でＣＯ測定をしたところ、多量の 止めるよう事故再発
ＣＯが発生していたためＣＯ測定器ではＣＯ 防止を指示した。
濃度測定不能の状態であった。

三重県 漏えい火災 弁当屋 15:35 一般消費者 フライヤーの種火の燃焼状態が悪いため、自 フライヤーの点 ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
鈴鹿市 鉄骨造平屋 等 ら点検修理を行った。厨房は段ボールが敷か 検修理作業中の なし ・業務用消費者の使用
16.1.13 死者 １ 建 れており、点検修理作業のためその上に新聞 漏えい ・ヒュ－ズガス栓 器具の異常があった

（男性47） 紙を敷いていた。点検修理作業を終えて、フ なし ときは、業者に連絡
軽傷者 １ ライヤーに点火したところ、点検作業中に漏 ・マイコンＳ し修理を受けるよう
（女性47） えいしていたガスに引火し、その火が衣服に パンフレットを作成

燃え移り、そこで転倒してしまったために一 し配布し、周知徹底
＜Ｂ級＞ 気に全身が炎に包まれて火災に至った。 を図ることとした。

島根県 爆発・火災 物置 16:41 一般消費者 ２口末端ガス栓（調整器出口に接続）に接続 燃焼器具未接続 安全器具等なし （再発防止策）
簸川郡 木造 等 されていたゴム管２本のうち１本が燃焼器具 側の末端ガス栓 ・消費者に消費者ミス
16.1.17 に接続されていない状態（一方は２重巻こん の誤開放 に係る事故防止の周

ろに接続）のまま、容器バルブと２口末端ガ 知を行う。
ス栓を開放してしまったため、ガスが漏えい ・法第27条第１
し、２重巻こんろの火から引火、爆発したも 項第２号違反
の。（質量販売 ８㎏×１本） （保安業務の

一部未実施）

長野県 漏えい 一般住宅 9:00 販売事業者 容器交換のため、50㎏容器の保護キャップを 容器交換作業ミ ・ガス漏れ警報器
北佐久郡 重傷者 １ 木造２階建 外そうとしたが凍結のため外れなかった。そ ス なし
16.1.18 （男性32） の後、容器を横にして試みたが手の力だけで ・ヒュ－ズガス栓

は外れなかったため、キャップの横穴からパ あり
イプレンチの柄を挿入して、開けたところ中 ・マイコンＳあり
の容器バルブにもあたり容器バルブが緩み、
液状のＬＰガスが漏えいしたもの。
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

長野県 漏えい火災 一般住宅 19:55 一般消費者 ガスが出なくなったため、設置されているバ 液取出弁の誤開 （消費先） （再発防止策）
小諸市 木造平屋建 等 ルク貯槽の所へ行き液取出弁を誤って開けて 放 ・ガス漏れ警報器 ・供給管等に接続され
16.1.22 しまったため、中から液状のＬＰガスが噴き なし ていない液取出弁に

出し、引火したもの。 ・法違反なし ・ヒュ－ズガス栓 は、金属製のプラグ
その後、連絡を受けた販売事業者が現場に行 あり を施し、容易に液が
き、液取出弁のスピンドルを回して止めた。 ・マイコンＳあり 放出されないように

する。

鹿児島県 ＣＯ中毒 一般住宅 10:15 一般消費者 消費者が台所に設置していた瞬間湯沸器（開 燃焼器具の劣化 ・ガス漏れ警報器
鹿児島市 木造 等 放式５号）を使用していたところ不完全燃焼 及び換気不良に あり
16.2.1 軽症者 ７ となり、７名がＣＯ中毒となった。事故の直 よるＣＯ中毒 ・ヒュ－ズガス栓

(女性38,14 後、警察立会のもとＣＯ測定を行ったとこ あり
,7,男性17, ろ、ＣＯ濃度は、0.125%であった。換気不良 ・保安業務規程 ・マイコンＳあり
12,10,9) 状態で瞬間湯沸器を使用していたことから不 違反（事故通

完全燃焼となり、ＣＯ中毒となったものと推 報の遅れ）
＜Ｂ級＞ 定される。

なお、当該湯沸器は消費者が知人から譲り受
けたものを自ら設置していたものであり、不
完全燃焼防止装置が設置されていたが事故時
は劣化により作動しなかったものと推定され
る。

福島県 漏えい 一般住宅 9:30 その他 消費者宅の屋根から雪及び氷の固まりが落下 容器バルブと調 ・ガス漏れ警報器 （再発防止策）
喜多方市 木造２階建 （雪害） したため容器バルブと調整器が接続部が折損 整器接続部の損 なし ・販売事業者に雪害に
16.2.3 したもの。消費者がガスの噴出音に気が付 傷（雪害） ・ヒュ－ズガス栓 係る事故防止の周知

き、容器バルブを閉止した。 あり を行う。
・法違反なし ・マイコンＨあり

千葉県 爆発 飲食店 15:30 販売事業者 厨房調理台に背を向けて洗い物をしていたと 配管（隠ぺい） ・ガス漏れ警報器
松戸市 木造 ころ、急に後ろ下方で爆発が起こったもの。 の腐食 あり（検知でき
16.2.4 軽傷者 １ 調査したところ床下隠ぺい部に設置されてい ない位置）

（女性57） る配管が腐食していたため、そこからガスが ・法違反なし ・ヒュ－ズガス栓
漏えいしていた。 あり

・マイコンSBあり

北海道 爆発 飲食店 2:40 不明 調理場で爆発が起こり、店主がやけどを負っ 燃焼器具から漏 ・ガス漏れ警報器
釧路市 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ たもの。原因等詳細は不明であるが、こんろ えい（漏えい原 あり（電源切）
16.2.6 軽傷者 １ 造２階建 の器具栓からガスが漏れ、近くのピットに滞 因等詳細不明） ・ヒュ－ズガス栓

（男性45） 留し、こんろに点火したときに引火、爆発し あり
たと推定される。 ・マイコンＳあり

広島県 漏えい 事務所 8:00 販売事業者 貯蔵設備付近からガス臭がすると通行人から 調整器の劣化 ・ガス漏れ警報器
広島市 鉄骨造平屋 通報があったため、消防が出動して調査した なし
16.2.11 建 ところ、自動切替調整器の切替レバーから漏 ・ヒュ－ズガス栓

えいしているのを発見した。なお、当該調整 ・法違反なし なし
器は製造から22年経過したものであった。 ・マイコンＳあり
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

長野県 漏えい 寮 6:10 その他 バルク貯槽付近でガス臭がすることに新聞配 冬場の低温時に ・ガス漏れ警報器
伊那市 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 達員が気が付き、消防へ通報した。消防から 再液化したｶﾞｽ あり（検知でき
16.2.13 造２階建 連絡を受けた販売事業者が現場へ急行してガ が調整器に残っ ない位置）

ス取出弁を閉めて供給を停止した。その後、 たため ・ヒュ－ズガス栓
バルク貯槽のプロテクター内のガス漏えいを あり
ガス検知器で確認した。その後、調整器を交 ・法違反なし ・マイコンＳあり
換して、ガス漏えいがないことを確認して、
供給を再開した。ＬＰガスが再液化して調整
器内に残り、温度上昇により再度気化した際
に、調整器内部の圧力が上昇し、調整器の安
全弁からガスが噴出したと推定される。

北海道 漏えい 一般住宅 14:22 その他 消費者宅の屋根からの落雪によりガスメータ ガスメーター継 ・ガス漏れ警報器 （再発防止策）
札幌市 木造２階建 （雪害） ー入口側の継手部分が損傷してガスが漏えい 手部損傷 あり（検知でき ・販売事業者により貯
16.2.13 した。 ない位置） 蔵設備を移設した。

・法違反なし ・ヒュ－ズガス栓
あり

・マイコンＳあり

北海道 漏えい 共同住宅 17:50 その他 集合配管のうち１本が未使用（バルブ栓に高 集合配管と高圧 ・ガス漏れ警報器 （再発防止策）
留萌市 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ （雪害） 圧ホースが接続されていた）であったが、落 ホース接続部の あり（検知でき ・販売事業者に雪害に
16.2.13 造４階建 雪により、このバルブ栓が押し下げられた状 外れ ない位置） 係る事故防止の周知

態となり、バルブ栓に接続されていた高圧ホ ・ヒュ－ズガス栓 を行う。
ースからガスが漏えいしたもの。 ・法違反なし あり

・マイコンＨあり

香川県 漏えい 飲食店 10:00 一般消費者 店長が客用入口から店内に入ったところ、強 業務用こんろの ・ガス漏れ警報器 （再発防止策）
高松市 木造平屋建 等 いガス臭とガス漏れ警報器の音がしたため、 器具栓の不完全 あり ・消費者に消費者ミス
16.2.16 消防へ連絡した。消防は調整器とガスメータ 閉止 （作動した） に係る事故防止の周

ーの間に設置している中間ガス栓を閉めて、 ・ヒュ－ズガス栓 知を行う。
販売事業者へ連絡した。調査したところ、業 ・法違反なし あり
務用こんろの器具栓が何らかの原因で完全に ・マイコンSBあり
閉止されていなかったと推定された。

徳島県 漏えい火災 一般住宅 0:20 一般消費者 こんろに点火しようとしたが着火しなかった 高圧ホースを外 ・ガス漏れ警報器
徳島市 木造平屋建 等 ため、屋外の貯蔵設備のところに行き、暗か してしまったた なし
16.2.17 軽傷者 １ ったためライターの火で明かりをとって、い め ・ヒュ－ズガス栓

（男性90） ろいろ触っているうちに誤って高圧ホースの なし
ＰＯＬネジを緩めてしまった。そのため、ガ ・法違反なし ・マイコンＳあり
スが漏えいして、ライターの火から引火し、
火災となった。

京都府 爆発・火災 共同住宅 23:50 不明 消費者宅において何らかの原因で容器からガ 不明 なし （行政指導等）
舞鶴市 木造平屋建 スが漏えいして、引火・爆発が起こった。 ・販売事業者に対して
16.2.21 重傷者 １ ガス漏れ原因等詳細は不明である。 ・法違反なし 原因の究明及び再発

（男性58） （質量販売 ５㎏×１本） 防止のための改善策
軽傷者 １ を指示した。
（女性82）
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

東京都 漏えい その他 不明 当日、消費者からガス臭がすると通報があっ 供給管(埋設管) なし
東大和市 集団供給 たため点検するが異常は発見されなかった。 損傷（推定）
16.2.24 販売事業者は定期点検を早めに実施すること 箇所は特定でき

として３月６日にボーリング調査を実施した なかった。
ところ３箇所でガスが検知された。３月９，
１０日に掘削して供給管を調査したが漏えい ・法違反なし
箇所は確認できなかった。翌１１日に別の消
費者から消防へガス臭がすると通報があった
ことから消防立会で調査を行ったが供給管を
調査したが漏えい箇所は確認できなかった。
その後、全戸容器により仮設供給として、Ｐ
Ｅ管への入れ替え供給とした。

北海道 漏えい火災 旅館 19:00 販売事業者 供給設備の老朽化に伴う供給管の工事におい 中間バルブの誤 ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
河東郡 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ て、急遽一部の消費機器の使用を要望された 開放（工事時の あり（作動状況 ・販売事業者に文書で
16.2.27 軽傷者 １ 造７階建 ため仮設配管とした。この際、既存配管は、 連絡不徹底） 不明） 指導する予定。

（女性55） 接続を解除してバルブで閉止していたが、端 ・ガス漏れ警報器
部に止め栓等は施していなかった。仮設配管 ・法違反なし 連動自動ガス遮
終了時(18:30)に厨房にいた調理人に仮設配 断装置あり
管作業終了と操作については業者が行う旨、
伝えたが調理人側で行うという回答であっ
た。その後、19:00に別の従業員が誤ってバ
ルブを開放してしまったため、ガスが漏えい
し、燃焼器具に点火したときに引火した。

広島県 爆発・火災 テナント 18:40 その他 改装工事中のテナントの厨房でガス臭がした 燃焼器具未接続 ・ガス漏れ警報器
安芸郡 鉄骨造平屋 ためテナント従業員が点検し換気を行った。 側の末端ガス栓 あり（電源切）
16.2.27 軽傷者 ２ 建 10分後に業務用レンジを使用したところ、使 の誤開放 ・ヒュ－ズガス栓

（女性50、 用10分後に大音響とともに爆発が起こった。 なし
20) 調査したところ、別の末端ガス栓に接続され ・法違反なし ・マイコンSBあり

ていたゴム管に燃焼器具が接続されていなか
ったが、誤って末端ガス栓を開放してしまっ
たためガスが漏えいし、業務用レンジの火か
ら引火、爆発したものと判明した。

北海道 爆発 学校 9:35 一般消費者 給食調理室で回転釜に手動点火したところ、 回転釜器具栓の ・ガス漏れ警報器
亀田郡 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 等 漏えいしていたガスに引火、爆発したもの。 不完全閉止 なし（取り外し
16.3.2 軽傷者 １ 造２階建 事故後調査したところ、配管系に異常はなく ていた）

（女性52） 回転釜の器具栓が１つ緩んでいたことから、 ・ヒュ－ズガス栓
器具栓が完全に閉止されていなかったためガ あり
スが漏えいしたと推定された。 ・マイコンＳあり

熊本県 漏えい火災 納屋 11:30 不明 納屋でガラスの割れる音がしたため見に行っ 不明 ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
菊池郡 木造２階建 たところ、湯沸器が設置している部屋に煙が あり（検知でき ・販売事業者に対して
16.3.8 充満し、湯沸器から火が出ていた。 ・法第35条の５ ない位置） 文書で設備改善指導

湯沸器は２月７日に新品を設置したものあっ 違反（固定式 ・ヒュ－ズガス栓 した。
たが接続にはゴム管が使用されていた。（以 燃焼器具とガ あり
前からゴム管を使用していた） ス栓をゴム管 ・マイコンＳあり
ガス漏れ原因等詳細は不明である。 を使用してい

た）
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

佐賀県 漏えい 一般住宅 17:40 その他 車庫改築業者が工事の際に誤って供給管（埋 車庫改築業者に なし
佐賀郡 ﾘﾌｫｰﾑ業者 設管）を重機で損傷させてしまった。住人か よる供給管(埋 （屋外）
16.3.13 らガス臭の指摘を受けたため、破損箇所にテ 設管)の損傷

ープ巻きの処置を施したが、販売事業者に連
絡はしなかった。翌日、当該住宅の隣人より ・法違反なし
ガス臭がすると販売事業者に連絡があったた
め、現場に行き調査したところ、当該箇所か
らガスが漏えいしていた。

北海道 漏えい 一般住宅 11:00 不明 消費者からガス臭がするとＬＰガス協会支部 調整器と容器バ ・ガス漏れ警報器
河東郡 木造２階建 に連絡があったため販売事業者へ連絡した。 ルブ接続部の損 なし
16.3.15 現地で容器バルブを閉止するとともに確認し 傷（損傷原因不 ・ヒュ－ズガス栓

たところ、調整器と容器バルブの接続部分が 明） なし
折損してそこからガスが漏えいしているのを ・マイコンＳあり
発見したもの。なお、折損原因については不 ・法違反なし
明である。

滋賀県 漏えい 店舗 11:00 販売事業者 事故当日、バルク貯槽の残量管理を行うた 液面計表示部の ・ガス漏れ警報器 （行政指導）
長浜市 木造２階建 め、ＮＣＵを介して電話回線とフロート式液 交換作業ミス なし ・販売事業者に対して
16.3.19 重傷者 １ 面計を接続する作業を行っていた。 ・ヒュ－ズガス栓 既設のバルク供給設

（男性40） そのときに液面計の警報出力が残液量40％と ・法違反なし あり 備について総点検を
残液量20％を指示したときに出力されるかを ・マイコンなし 指示した。
確認するために液面計の指示部を取り外し、
テスト通信を実施しようとした。しかし、誤
って表示部でなく、フランジ部とバルク貯槽
を固定している六角穴付ボルトを４ヶ所緩め
て、フランジを外してしまったため、そこか
ら液が漏えいした。その後、漏えいを止めよ
うとフランジを押さえ込んで六角穴付ボルト
を締め直したときに凍傷を負ったもの。
なお、当該メーカーの液面計表示部の固定は
プラスネジのものと六角穴付ボルトの２種類
のタイプがあったが取扱説明書は六角穴付ボ
ルトのしか記載されていなかった。

香川県 ＣＯ中毒 スーパー 9:20 設備工事業 鮮魚調理場において、ＣＦ式湯沸器が不完全 給排気設備不良 ・ガス漏れ警報器
観音寺市 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 者 燃焼を起こしたため従業員３人がＣＯ中毒と あり
16.3.22 軽症者 ３ 造平屋建 なったもの。ＣＦ式湯沸器の排気筒が風圧の ・ヒュ－ズガス栓

（男性44、 影響を受けやすい位置にあったため、排気不 ・規則44条ﾀ(1) あり
29、75） 良により不完全燃焼となったものと推定され 違反（排気筒 ・マイコンＢあり

た。 の先端が風圧
の影響を受け
やすい位置に
あったこと）
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

東京都 漏えい 飲食店 1:30 一般消費者 当該飲食店の入ったビルの住人がガス臭に気 ゴム管の損傷 ・ガス漏れ警報器 （再発防止策）
葛飾区 鉄骨造 等 づき、消防に通報した。消防から連絡を受け なし ・販売事業者へゴム管
16.3.22 販売事業者 た保安機関が現場に出動して確認をしたが、 ・規則44条1号ｶ ・ヒュ－ズガス栓 を燃焼器用ホースに

漏えい箇所を特定できなかったため、メータ 違反（警報器 あり 変更すること、ガス
ーでガス供給を停止して安全を確保した。 未設置） ・マイコンSBあり 漏れ警報器及び警報
翌日、再度、調査したところ炊飯器に接続さ ・規則36条、37 器連動遮断とするこ
れているゴム管が損傷しており、そこからガ 条違反（定期 と、消費者へ周知を
スが漏えいしていたことがわかった。 点検・調査の 行うこと、定期点検

期間遅れ） 調査の実施徹底につ
いて口頭で指導した

栃木県 爆発 旅館 7:10 一般消費者 バイキングの準備をするため、ホットプレー 点火ミス なし （再発防止策）
那須郡 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 等 トに着火棒で点火しようと、器具栓を開けた ・消費者に消費者ミス
16.3.27 軽傷者 １ 造 が、着火棒の調子が悪かったため点火できな ・法違反なし に係る事故防止の周

（男性33） かった。そのため、別の点火棒を探して再度 知を行う。
点火しようとしたところ、器具栓を開けたま
ま点火棒を探していたため、その間に漏えい
していたガスに引火、爆発したもの。
（質量販売 ８㎏×１本）

東京都 漏えい 共同住宅 0:30 不明 共同住宅の住人からガス臭がすると集中監視 ガスメーター出 なし
稲城市 鉄骨造３階 センター（保安機関）に通報があったため、 口側の検査用検
16.3.29 建 通報者へメーターガス栓の閉止を依頼して、 圧プラグの緩み

現場へ急行した。（消防へも通報していたた
め、消防署員がメーターガス栓を閉止した） ・法違反無し
その後、現場で確認したところ、ガスメータ
ー出口側の検査用検圧プラグが緩んでおり、
そこからガスが漏えいしていたもの。
なお、緩んだ原因は不明である。

北海道 漏えい 一般住宅 20:31 その他 消費者宅（築１３年）のモルタル壁が剥離し 高圧ホース継手 ・ガス漏れ警報器
札幌市 木造３階建 落下して貯蔵設備を直撃したため、高圧ホー 部の損傷 あり（検知でき
16.3.30 スの継手部が損傷し、ガスが漏えいしたも ない位置）

の。 ・法違反なし ・ヒュ－ズガス栓
あり

・マイコンＳあり

愛知県 漏えい火災 一般住宅 10:30 一般消費者 花見のため、消費者宅に設置している20㎏容 調整器の接続不 ・ガス漏れ警報器
豊田市 木造 等 器２本の容器バルブを閉止した後、１本の容 良 なし
16.4.9 軽傷者 １ 器から高圧ホースを外し、以前から持ってい ・ヒュ－ズガス栓

（女性71） た調整器、ゴム管及び炊飯器を接続した。 ・法違反なし なし
炊飯器に点火したところ、容器バルブと調整 ・マイコンなし
器の接続が十分でなかったため、そこから漏
えいしていたガスに引火し、火災となった。
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
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石川県 漏えい 共同住宅 1:50 水道工事業 ４月７日からの水道工事中に水道管と併設し 配管（埋設管） ・ガス漏れ警報器
金沢市 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 者 ていた配管（埋設管）からガスが漏えいして の損傷 なし
16.4.10 造４階建 いるの発見したため、販売事業者へ連絡し ・ヒュ－ズガス栓

た。販売事業者が調査を行ったところ、水道 ・法違反なし なし
工事の際の衝撃で当該箇所（腐食で強度が弱 ・マイコンなし
くなっていた）が損傷したことが判明したた
め、破損箇所を切断して新たな配管を取り付
けた。しかし、９日にも別の箇所で漏えいが
発生したため応急処置を行っていたが、翌日
通行人からガス臭がすると消防へ通報があっ
たためガス供給を停止したもの。

石川県 漏えい たこ焼き屋 19:20 設備工事業 当該店舗は造成工事を行っており、ほぼ完成 金属フレキの接 ・ガス漏れ警報器
金沢市 木造 者 していた。事故当日、店主はオープン（翌々 続不良 あり
16.4.15 日）準備で、たこ焼きの試作を行うため燃焼 （作動した）

器具を使用していた。その後、末端ガス栓を ・ヒュ－ズガス栓
閉めずに帰宅したが、通行人がたこ焼き屋付 あり
近でガス臭がしたため、消防へ通報した。 ・マイコンＳあり
消防から連絡を受けた販売事業者が調査した
ところ、湯沸器に接続されていた金属フレキ
の接続が不十分であったため、そこからガス
が漏えいしていたことが判明した。
金属フレキの接続部分について気密試験を行
っていなかったにもかかわらず、消費者へ燃
焼器具を使用してはいけない旨の説明がされ
ていなかったため使用してしまった。

山口県 漏えい 飲食店 8:30 器具メーカ 付近の住人からガス臭がすると消防に通報が ベーパライザー ・ガス漏れ警報器
岩国市 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ あった。消防が出動して確認したところ貯蔵 調整器ダイヤフ あり
16.4.15 造４階建 設備付近からガス漏えいしていたため、容器 ラムの損傷 （作動した）

バルブを閉止した。漏えいしたガスが建物内 ・ヒュ－ズガス栓
に拡散していたため、周辺を立入禁止として ・法違反なし あり
建物内のガス検知を実施した。消防から連絡 ・マイコンSBあり
を受けた販売事業者が現場に行き調査したと
ころ、ベーパライザー内の入口側調整器のダ
イヤフラムが損傷してガスが漏えいしたもの
と判明した。
なお、当該ダイヤフラムは平成15年11月のベ
ーパライザーのメンテナンス時に交換されて
おり、損傷原因については不明である。

島根県 漏えい火災 一般住宅 8:10 一般消費者 こんろに鍋をかけ、一旦その場を離れて戻っ グリルの加熱 ・ガス漏れ警報器 （再発防止策）
八束郡 木造 等 てみると炎が上がっていたもの。 あり（検知でき ・消費者に消費者ミス
15.4.16 調査したところ、魚焼きグリルに溜まってい ・法違反なし ないガス量） に係る事故防止の周

た脂にこんろの火が着火して、グリルの排気 ・ヒュ－ズガス栓 知を行う。
口から出た炎が付近に設置されていたゴム管 あり
を焼損させたものと判明した。 ・マイコンＳあり
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埼玉県 漏えい 共同住宅 13:00 不明 住人からガス臭がしてガスの漏れる音もする ヘッダーと調整 ・ガス漏れ警報器
川口市 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ と消防及び販売事業者へ通報があり最初に現 器の接続不良 あり（検知でき
16.4.17 造２階建 場に到着した消防が容器バルブを閉止した。 ない位置）

販売事業者が現場で調査したところ、調整器 ・法違反なし ・ヒュ－ズガス栓
とヘッダーをつなぐフランジのボルトナット なし
４箇所のうち１箇所が緩み、そこからガスが ・マイコンＳあり
漏えいしたと判明した。
調整器とヘッダーとの接続部分のフランジは
容器交換時など通常は触れない部分であり、
自然に緩むとは考えられないため、設備工事
時の不備又はいたずらの可能性がある。

東京都 漏えい 共同住宅 6:00 販売事業者 消防署からガス漏れの連絡を受けた販売事業 調整器の劣化 ・ガス漏れ警報器
西多摩郡 木造２階建 者が現場へ行くと、消防署が容器バルブを閉 なし
16.4.21 止し、漏えい防止処置を行っていた。 ・法違反なし ・ヒュ－ズガス栓

調整器からの漏えいしていたため、調整器の あり
交換を行った。なお、当該調整器は設置後、 ・マイコンＳあり
12年７ヶ月が経過していた。

三重県 爆発 一般住宅 19:40 販売事業者 ３口こんろの２口を使用していたところ、爆 金属フレキの接 ・ガス漏れ警報器
志摩郡 発が発生した。連絡を受けた販売事業者が現 続不良 なし
16.5.3 場で確認したところ、金属フレキの接続部の ・ヒュ－ズガス栓

ねじ込みが不十分であったため、そこからガ ・法違反なし なし
スが漏えいしていたと推定された。 ・マイコンＳあり

長野県 爆発 飲食店 10:45 一般消費者 当該飲食店でナンを焼くための窯状の調理器 燃焼器具の点火 ・ガス漏れ警報器
長野市 軽傷者 １ 木造平屋建 具にアルバイトの女性が点火しようとしたと ミス あり（検知でき
16.5.8 ころ、パイロットバーナーに点火しないまま ないガス量）

メイン器具栓を開き、点火棒で点火しようと ・法違反なし ・ヒュ－ズガス栓
したため、滞留していたガスに引火、爆発し なし
たもの。 ・マイコンSBあり

神奈川県 漏えい 一般住宅 15:35 充てん所 近隣の住人が当該住宅の容器（２本）の予備 容器の過充てん ・ガス漏れ警報器 （行政指導）
相模原市 木造２階建 側容器安全弁からガスが噴出しているのを発 なし ・充てん所に対して同
16.5.11 見したため、消防へ通報した。消防から連絡 ・ヒュ－ズガス栓 一日に充てんした容

を受けた保安機関が現場で容器の交換を行っ ・高圧ガス保安 あり 器の再計量の実施、
た。充てん所において容器を計量したところ 法第48条第４ ・マイコンＳあり 過充てんとなった原
50㎏容器に57.1㎏充てんされており、過充て 項違反（容器 因究明及び再発防止
んであったことが判明した。 過充てん） 措置の実施及び当面

の措置として充てん
容器の全数再計量を
実施について文書で
指導した。

京都府 漏えい火災 一般住宅 19:10 不明 住人が２口コンロを使用したまま外出し、何 不明 ・ガス漏れ警報器
京都市 木造２階建 らかの原因により出火し、帰宅した住人が消 なし
16.5.11 重傷者 １ 火しようとして負傷したもの。 ・法違反なし ・ヒュ－ズガス栓

（男性67） 原因等詳細については不明である。 なし
・マイコンⅡあり
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埼玉県 漏えい火災 共同住宅 19:45 一般消費者 ２口末端ガス栓のうち１口はこんろに接続さ 末端ガス栓の誤 ・ガス漏れ警報器
所沢市 鉄骨造３階 等 れ、もう１つは燃焼器具に接続されていなく 開放 あり（検知でき
16.5.13 建 プラスチック製のキャップが取り付けてあっ ないガス量）

た。誤って２口とも末端ガス栓を開いてこん ・ヒュ－ズガス栓
ろを使用したため、未接続側の元栓のヒュー あり
ズ機能が働かず漏えいしたガスに引火したも ・マイコンＳあり
の。

和歌山県 爆発 一般住宅 4:00 不明 当該住宅で爆発があり、台所を中心に焼損壊 不明 ・ガス漏れ警報器
有田郡 木造平屋建 した。月の原因等詳細は不明である。また、 なし
16.5.14 軽傷者 １ 事故時の使用量は通常時に比べて非常に多く ・法違反なし ・ヒュ－ズガス栓

（男性48） なっていた。0.1m3／月→1.8m3／月 あり
・マイコンＳあり

熊本県 爆発 一般住宅 12:00 不明 消費者がたばこの火でこんろに点火しようと 不明 ・ガス漏れ警報器
山鹿市 木造２階建 したところ、漏えいしていたガスに引火、爆 あり（電源切）
16.5.18 軽傷者 １ 発したもの。 ・法違反なし ・ヒュ－ズガス栓

（女性51） 漏えい原因等詳細は不明である。なお、配管 あり
等について調査を行ったが異常は認められず ・マイコンＳあり
また、こんろについてもメーカーで調査した
ところ異常が認められなかった。

埼玉県 漏えい火災 一般住宅 14:55 下水道工事 当該住宅において下水道工事中、誤って圧縮 供給管（埋設管 ・ガス漏れ警報器 （行政指導）
上尾市 木造２階建 業者 削岩機で供給管（埋設管）を損傷したためガ ）の損傷 あり（検知でき 販売事業者に対し、
16.5.22 軽傷者 ２ スが漏えいした。応急措置として損傷部に濡 ない位置） 以下の事項について

（男性23、 れタオルをかけ、電気式小型削岩機で埋設管 ・法27条第１項 ・ヒュ－ズガス栓 文書で指導が行われ
35） の回りの穴を広げようとしていたところ、削 第４号違反（ あり た。

岩機の火花が漏えいしていたガスに引火して 緊急時対応の ・マイコンＳあり ・特定液化石油ガス
火災となった。 不備） 設備工事を委託す
また、保安機関である販売事業者へ14:55に る場合は委託先の
ガス漏れの通報があったが日直者が別の保安 届出、設備士再講
業務で外出しており、電話が別の支店に転送 習、施工後の表示
され、同支店から日直者に連絡をしていた。 施工内容の記録の
日直者から下水道工事業者に応急処置の連絡 適正な実施、施工
をして事故現場に近い設備工事業者に応援を 内容の基準遵守に
要請したが設備工事業者が現場へついたのは ついて確認し、不
15:40で日直者が現場についたのは16:30頃で 適正な事項は是正
あった。 すること。

・埋設管のうち埋設
深さが基準未満の
箇所を是正するこ
と。

・他の集中供給先に
ついて再確認を実
施し不適正な箇所
は是正すること。
また、緊急時の対
応体制について、
社内見直しを口頭
で指導した。
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

埼玉県 漏えい火災 車内 9:10 一般消費者 スーパーの駐車場でパン製造販売を行ってい 容器バルブの不 安全器具等なし （行政指導等）
川越市 等 た自動車内で従業員がオーブンに接続されて 完全閉止 販売事業者に以下の
16.5.28 軽傷者 ２ 販売事業者 いた10㎏容器を交換しようとしたところ、容 事項を口頭で指導し

（女性25、 器バルブを閉めないまま、調整器を緩めたた た。
22） めガスが漏えいし、自動車内で使用していた ・業務主任者の再講

石油ストーブの火から引火した。 習を受講すること
（質量販売 10㎏×２本） ・屋外で移動する消

費設備には 2m火気
の基準は適用され
ないが基準になく
ても危険で有ると
判断した場合は販
売しないこと。

・質量販売先の消費
者には最初の引渡
し時に通常の周知
文書とは別に質量
販売用の周知文書
を交付すること。

・充てん容器の設置
の基準を遵守する
こと。

熊本県 爆発 共同住宅 14:20 不明 消費者が食事を作ろうとこんろに点火したが 不明 ・ガス漏れ警報器
熊本市 木造２階建 そのまま眠り込んでしまった。その後、隣の あり（電源切）
16.5.29 重傷者 １ 和室でたばこを吸おうとしたところ、何らか ・ヒュ－ズガス栓

（男性29） の原因で漏えいしていたガスに引火、爆発し なし
軽傷者 １ たもの。 ・マイコンⅡあり
（女性52） ガス漏れ原因等詳細については不明である。

神奈川県 漏えい 共同住宅 12:50 容器メーカ 消防署から通報を受けた販売事業者が現場へ 容器のピンホー ・ガス漏れ警報器
鎌倉市 木造平屋建 急行してガス漏れ検知液で確認したところ、 ルからの漏えい あり（空き家の
16.5.31 容器下部溶接線上にピンホールがありそこか ため電源切）

らガスが漏えいしていることが確認された。 ・法違反なし ・ヒュ－ズガス栓
この供給設備の共同住宅（４室中の１室）は なし
平成６年８月18日以降空き家であったが、容 ・マイコンⅡあり
器は容器バルブを閉めて、またメーターガス
栓も閉めた状態であったがガス供給の権利確
保のため容器を設置したままであった。
容器メーカが調査した結果、ピンホールの発
生原因は、溶接開先部の局部的な汚れによる
溶接不良であった。



- 71 -

発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

新潟県 漏えい 事務所 16:00 その他 造園業者がユンボを使用して植木を撤去した 供給管（埋設管 ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
岩船郡 木造２階建 (造園業者) ときに誤って供給管（埋設管）に接触したた ）の損傷 あり（検知でき 当該販売事業者に次
16.6.2 め、エルボ継手部が損傷して、そこからガス ない位置） の事項を文書で改善

（７戸の集 が漏えいした。なお、造園業者は接触したこ ・法第27条第１ ・ヒュ－ズガス栓 報告を求めた。
団供給施 とには気が付いたが建家から離れており、ま 項第４号違反 あり ・法第27条第１項第
設。当該事 た、都市ガス供給区域でなかったため、接触 ・マイコンＳあり ４号の規定に違反
務所は、１ した管がガス管であるとは認識せずに作業を し、一部の一般消
５年８月に 続けていた。しかし、ガス臭がしたため事務 費者等について保
供給を止め 所の所有者に連絡したがすぐには連絡が取れ 安業務（緊急時対
ている。） ずに19時頃に連絡がついたが、「ガス供給を 応）が適正に実施

止めているのでそんなことはないだろう」と できない状態であ
言われたためそのまま放置して、販売事業者 った。
へ連絡をしていなかった。 全販売事業者、保安
19時30分頃に隣人がガス臭に気が付いて消防 機関に対し次の事項
へ通報し、消防署員が現場で容器バルブを閉 を文書で指導した。
止して販売事業者へ連絡した。 ・すべての一般消費

者等について、販
売事業者又は保安
機関が３０分以内
に到着可能かどう
かを確認し、違反
状態があれば速や
かに所要の手続き
を行うこと。

栃木県 爆発 学校 10:00 一般消費者 調理室で回転釜に点火しようとしたところ、 回転釜の器具栓 ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
鹿沼市 軽傷者 １ 等 排水溝に滞留していたガスに引火したもの。 の不完全閉止 あり（検知でき 当該販売事業者に口
16.6.10 （女性45） なお、器具栓が既に開いていたため、ガスが ない位置） 頭で消費者には、周

漏えいし、排水溝に滞留していた。 ・ヒュ－ズガス栓 知時に十分に使用方
なし 法を伝えるよう指導

・マイコンSBあり した。

高知県 漏えい 学校 17:30 販売事業者 配管に設置している遮断弁が作動し復帰でき 配管の腐食 ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
香美郡 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ないと販売事業者へ連絡が入ったため、現場 あり（検知でき 当該販売事業者に口
16.6.16 造３階建 に行きメーターを確認したところ微少漏えい ・法違反なし ない位置） 頭で湿度が高く腐食

の表示が確認できたのでガス供給を止めて漏 ・ヒュ－ズガス栓 する恐れのある箇所
えい箇所の調査を開始した。翌日、卸売業者 あり には、ポリエチレン
と配管を数カ所に分割して気密試験を行った ・マイコンＳあり 管被覆鋼管等さびに
ところ、床下の空間部に設置されている配管 くい材料を使用する
から漏れているのを発見した。その配管が通 ように指導した。
る部分の床を開けたところ、コンクリート造
りのピット内に水が溜まっておりその上に位
置する配管（白管）が腐食していた。ピット
内からガス臭がしたため、防爆型の移動ファ
ンでガスを吸い出して大気中に放出した。
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

長野県 漏えい火災 道路下 13:15 その他 下水道工事中作業中に供給管（埋設管）を切 供給管（埋設） なし（屋外） （行政指導等）
飯田市 (下水道工 断したため、ガスが噴き出しサンダーの火花 の損傷 ＬＰガス業界に対し
16.6.29 事業者) から引火したもの。付近にいた別の作業員が 類似事故を防止する

土をかけて消火した。１回目の切断でガスの ・法第20条違反 ため、販売事業者に
漏えいが始まり、２度目の切断の火花が着火 （業務主任者 対して文書により指
源となったものと推定された。連絡を受けた の職務違反） 導した。
販売事業者が同じボンベ庫から埋設管により ・法第38条の２
ガス供給していた付近の１４戸のガス供給を 違反（液化石
停止し、事故発生部分の埋設管修繕工事の後 油ガス設備工
安全確認を行った上で供給を再開した。 事の基準適合

義務違反）

山口県 漏えい 一般住宅 11:30 その他 消費者からの通報により販売事業者が現場で 容器の過充てん ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
下関市 木造２階建 (充てん所) 確認したところ、容器安全弁からガスが漏え なし ・当該販売事業者（当
16.6.30 いしているのを確認した。直ちに容器を設備 ・高圧法第48条 ・ヒュ－ズガス栓 該充てん所）に対し

から取り外して、応急キャップで安全弁から 第４項違反 あり ＬＰガス容器の過充
のガス放出を抑えた。６月28日に充てん所で （容器過充て ・マイコンＳあり てん防止等について
充てんして、29日に消費者宅に配送され設置 ん） 文書で改善を指示し
された50㎏容器であった。当該容器を充てん 報告を求めた。
所に持ち帰って計量したところ風袋込みで、 ・県下の充てん所に対
92.5㎏のところが96㎏あり過充てんであるこ し、ＬＰガス容器の
とが判明した。 過充てん防止等につ

いて文書で注意喚起
を行った。

神奈川県 爆発・火災 飲食店 22:05 設備工事業 従業員が厨房に設置している３口こんろを使 末端ガス栓の誤 ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
藤沢市 重傷者 １ 木造 者 用して翌日の仕込みをしていたところ、足下 開放 なし 販売事業者に対して
16.7.3 （男性28） に設置されていた２口末端ガス栓（フレキガ ・ヒュ－ズガス栓 法令違反事項につい

軽症者 ４ ス栓＋ホースエンド型ガス栓）に従業員がふ ・規則第44条第 なし て遵守するよう文書
（男性33、 れてフレキガス栓側が半開の状態になり、ガ １号ヲ違反（ ・マイコンなし により警告した。
女性30,20, スが漏えい、こんろの火から引火爆発した。 末端ガス栓と
20） なお、２口末端ガス栓の一方にはゴム管が接 固定式燃焼器

続され、フレキガス栓側は未使用であり閉栓 具の接続方法
措置はされていなかった。 不適切及び未

使用末端ガス
栓の措置不適
合）

・規則第44条第
１号カ違反（
ガス漏れ警報
器未設置）

・規則第18条第
22号ﾊ(対震遮
断器未設置）
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

兵庫県 漏えい 共同住宅 23:00 販売事業者 23時頃、共同住宅の住人から保安機関へ、ま バルク貯槽液取 （バルク貯槽） （行政指導等）
姫路市 重傷者 １ 木造２階建 保安機関 た共同住宅のオーナーから消防へガス臭がす 出弁の緩み（緩 ・ガス漏れ検知器 ・兵庫県から販売事業
16.7.4 （男性21） ると通報があった。23:30頃､消防署員、警察 んだ原因不明） あり（作動→対 者へ緊急連絡・通報

署員及び保安機関が現場で確認したところ、 応不備） 体制の整備を指導し
バルク貯槽の通常使用していない液取出弁が た。
15度開いており、そこからガスが漏れている <参考：共同住宅> ・経済産業省は保安機
のを発見したため液取出弁を閉止して漏えい ・ガス漏れ警報器 関に対し、保安業務
を止めた。なお、液取出弁が緩んだ原因は不 あり の適正な実施につい
明である。また、当該一般消費者に係る保安 ・ヒュ－ズガス栓 て厳重に注意すると
機関は、事故当日13時頃、集中監視システム あり ともに液化石油ガス
によりガス漏れ通報を受信していたが対応の ・マイコンＳあり 関係団体へ周知徹底
不備により緊急時出動を行わなかった。 を求めた。

長野県 ＣＯ中毒 加工施設 8:00 一般消費者 ６時頃から４人で蒸し器でおやきの加工作業 換気不良 ・ガス漏れ警報器
須坂市 軽症者 ４ 鉄造平屋建 等 を行っていたが、クーラーを使用していたた あり
16.7.8 め窓を閉め切り、また、換気扇を使用してい ・ヒュ－ズガス栓

なかったため換気不良から不完全燃焼を起こ あり
してＣＯ中毒となった。 ・マイコンSBあり
警察により事故後に再現調査したところ、Ｃ
Ｏ濃度が高濃度に上昇するのが確認された。

東京都 漏えい 一般住宅 23:10 不明 当該消費者の隣人がシューシューという音を 調整器のネジの ・ガス漏れ警報器
東村山市 木造２階建 聞き、当該消費先に設置されている貯蔵設備 緩み なし
16.7.14 を見に行ったところ、自動切替調整器からガ ・ヒュ－ズガス栓

スが漏れているを発見した。すぐに容器バル なし
ブを閉止して、販売事業者と消防署へ連絡を ・マイコンⅡあり
した。事故後、販売事業者と消防で確認した
ところ、自動切替調整器上部の蓋のねじ４本
中手前の２本がゆるんでおり、ネジのゆるみ
によりガスが漏えいしたことを確認した。
なお、この調整器は設置後14年を経過してい
たが腐食などは見られず、ネジ山もしっかり
しており、ネジを締め直すと漏れは止まり、
気密も保てた。また、１月に実施した定期供
給設備点検時及び６月24日の容器交換時も異
常は見られなかった。

鳥取県 漏えい火災 飲食店 13:10 一般消費者 点火器具でこんろに点火しようとしたところ オーブンの器具 ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
倉吉市 軽傷者 １ 木造２階建 等 オーブンから漏えいしていたガスに引火爆発 栓の閉め忘れ あり（検知でき 販売事業者へガス漏
16.7.20 （男性42） した。事故前日、オーブンの器具栓を開けた ない位置） れ警報器の設置位置

まま末端ガス栓（オーブンとこんろが接続し ・ヒュ－ズガス栓 をガス器具の近くに
ている）を閉止して業務を終えていたため、 なし 移設するよう口頭で
事故当日こんろに使用しようと末端ガス栓を ・マイコンＳあり 指示した。
開けたためオーブンからガスが漏えいした。
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広島県 漏えい 共同住宅 17:24 販売事業者 通行人からガス臭がすると消防へ通報があり 供給管埋設部の ・ガス漏れ警報器
広島市 木造２階建 現地へ急行した。その後、連絡を受けた販売 腐食 あり（検知でき
16.7.22 事業者が現地へ急行した。供給管の露出部か ない位置）

ら漏えいの有無を確認したところ、漏えいが ・ヒュ－ズガス栓
確認できなかったため、埋設部からの漏えい あり
であると推定した。29日に埋設部の漏えい試 ・マイコンＳあり
験を実施して、当該供給管埋設部からの漏え
いであることが確認された。

愛知県 爆発 共同住宅 19:14 一般消費者 シャワーを浴びようとふろがま（BF式）の種 点火ミス ・ガス漏れ警報器
豊田市 軽傷者 １ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 等 火を点火しようと点火用のハンドルを回転さ あり（検知でき
16.7.25 （男性51） 造４階建 せたがうまく点火せず繰り返しハンドルを回 ない量）

していたところ、着火が遅れ、その間に滞留 ・ヒュ－ズガス栓
していたガスに引火し、爆発したもの。 あり

・マイコンＳあり

大分県 漏えい 飲食店 17:40 電気工事業 17時40分頃、ガス臭がすると消防へ通報が入 焼き物器の器具 ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
大分市 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 者 り、消防車６台が出動し、現場に到着すると 栓が開いたため あり（鳴動した 電気事業者に対し、
16.7.25 造 ガス臭がしたため、周辺(50ｍ）を避難させ →不在） ＬＰガス関連設備の

て販売事業者へ連絡した。店主の立会いのも ・ヒュ－ズガス栓 周囲で行う作業につ
とドアを破壊して室内に入り確認したところ あり いては十分注意する
末端ガス栓及び焼物器の器具栓が開の状態と ・マイコンSBあり ように口頭で注意し
なっていたため、すぐに閉止した。 た。
事故当日の11時頃から電気工事事業者が換気
用ダクトの取換工事のため解体工事を行って
おり、その際に流し台に上がり作業を行った
ときに焼き物器の器具栓に触れたため、器具
栓が｢開｣の状態となったものと推定された。

福島県 漏えい 一般住宅 12:53 建設業者 消費者宅の増築工事のため建設業者が掘削用 供給管埋設部の ・ガス漏れ警報器
喜多方市 木造 重機でガスメーター付近を掘削していたとこ 損傷 なし
16.7.26 ろ、供給管（埋設部）に気が付かずに誤って ・ヒュ－ズガス栓

折損させたため、そこからガスが漏えいした あり
もの。その際、販売事業者において増加流量 ・マイコンＳあり
遮断の通報を受け、現場に急行して処置を施
した。

福岡県 漏えい 共同住宅 22:30 器具メーカ 貯蔵設備からガス漏れ音がすると隣の住人か 調整器の不具合 ・ガス漏れ警報器
久留米市 木造２階建 ら消防へ連絡が入り、現場に急行し確認した なし
16.7.26 ところ、貯蔵設備内部でガスが漏れているこ ・ヒュ－ズガス栓

とを確認した。施錠されていたため販売事業 不明
者へ連絡し、静電気防止のため放水状態にて ・マイコン不明
開放作業を行い、容器バルブを閉止した。
事故後の調査で調整器内部のダイヤフラムリ
ブ部が製作工程上のミスにより亀裂が生じて
いた。また、一次側の弁ゴムの表面に異物が
噛み込み、一次閉そく圧力が高くなった。
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

北海道 漏えい 共同住宅 18:02 その他 当該共同住宅(一部事務所併用)の管理人が貯 気化装置の気圧 ・ガス漏れ警報器
札幌市 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 蔵設備からガスが漏えいしているのを発見し 力調整弁の不作 あり（検知でき
16.8.8 造10階建 たため、直ちに消防と保安機関に通報した。 動 ないガス量）

販売事業者及び保安機関が現場に急行したと ・ヒュ－ズガス栓
ころ、貯蔵設備内に設置されている気化装置 あり
の安全弁から放出管を伝わり屋外の開口部か ・マイコンＳあり
らガスが漏えいしているのを確認したもの。
メーカーで気化装置を調査したところ、気相
ノズルのシャフト摺動部分に黒色異物（ドレ
ンと推定）が付着して液相弁のシャフトが動
かなくなったため気化圧力調整弁の調整機能
を損なわれ圧力調整ができなくなったため安
全弁が作動したものと推定された。

鹿児島県 爆発 ｸﾗﾌﾞﾊｳｽﾃﾗｽ 18:12 一般消費者 レストランテラスで行われていたバーベキュ 容器の転倒 安全器具等なし （行政指導等）
薩摩郡 軽傷者 ７ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 等 ーパーティー用の２㎏容器に従業員が躓き、 ・販売事業者に対して
16.8.10 (男性21,64 造平屋建 当該容器が転倒したため、ガスが噴出し周囲 周知及び質量販売の

,58,57,57 のこんろの火から引火したもの。 台帳不備を口頭で指
,54,53,） （質量販売 ２㎏×32本） 導した。
＜Ｂ級＞ ・消費者に対して適切

な容器管理を指導し
た。

愛知県 爆発 一般住宅 20:00 一般消費者 ふろがまに点火操作をしたが、実際は点火さ 点火ミス ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
東加茂郡 重傷者 １ 木造 等 れていなかった。５分後にふろに入るため点 なし ふろがまの接続がゴム
16.8.12 （男性68） 火操作をしたところ、漏えいしていたガスに ・ヒュ－ズガス栓 管であったため、改善

引火、爆発した。ふろがまは製造されてから あり を指導した。
20年以上経過したものであった。 ・マイコンＳあり

長野県 ＣＯ中毒 別荘 9:40 一般消費者 台所に設置していた開放式湯沸器（５号）を 換気不良 ・ガス漏れ警報器
茅野市 軽症者 ４ 木造２階建 等 使っていたところ気分が悪くなったため、隣 あり
16.8.13 （女性22, の別荘に助けを求め、そこから消防へ通報さ ・ヒュ－ズガス栓

20,20,17) れた。駆けつけた消防署員により病院に搬送 あり
されＣＯ中毒と診断された。事故後の調査で ・マイコンＳあり
換気扇を回さないで湯沸器を使用していたた
め、換気不良により燃焼不良となり不完全燃
焼を起こしたものと推定された。

熊本県 漏えい火災 一般住宅 3:10 不明 保安機関へ流量超過遮断と通報があったため ガス漏れ原因等 ・ガス漏れ警報器
鹿本郡 木造 消費者宅へ連絡した。消費者が台所で煙が立 詳細不明 あり（作動状況
16.8.17 ち上っているのを発見し、消費者が自ら消火 不明）

器で消火した。消費者によると事故前日18時 ・ヒュ－ズガス栓
頃からガスは使用していないことＳ型メータ あり
ーに異常表示がないこと及び警察・消防の調 ・マイコンＳあり
査でもこんろ付近に着火源となるものが発見
できなかったことから原因は不明である。
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
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北海道 爆発・火災 飲食店 14:25 配送ｾﾝﾀｰ 50㎏容器の交換作業中に何らかの理由により 容器交換作業中 ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
中川郡 軽傷者 １ 木造２階建 容器が飲食店の裏口の網戸に倒れた。さらに の容器転倒 あり（検知でき ・販売事業者に対して
16.8.18 （男性42） 倒れたときに網戸が容器バルブにぶつかり緩 ないガス量） 定期点検の充実・配

み、ガスが漏えいした。漏えいしたガスが飲 ・ヒュ－ズガス栓 送委託業者への安全
食店の調理場内に流入して、使用中のこんろ 不明 指導の強化を指導し
の火から引火、爆発したものと推定された。 ・マイコンＳあり た。

・配送業者へ対して事
故防止対策の徹底、
配送員の保安教育の
強化を指導した。

宮城県 漏えい火災 共同住宅 23:52 販売事業者 共同住宅の２室を入居者が使用することとな 配管の工事ミス ・ガス漏れ警報器
仙台市 鉄骨造２階 ったため、１室分のガスメーターを撤去して あり（検知でき
16.8.21 建 端部をプラグ止めしていた。しかし、配管部 ないガス量）

分を接続していたニップル（15Ａ）部分が配 ・ヒュ－ズガス栓
管の自重により破損してガスが漏えいして、 あり
ふろがまの種火により着火したものと推定さ ・マイコンＳあり
れた。当該配管にはサドル等により支持をし
ていなかった。

東京都 漏えい火災 共同住宅 20:05 一般消費者 ２口末端ガス栓のうち未使用側のガス栓を誤 末端ガス栓の誤 ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
足立区 鉄骨造 等 って開放したため、ガスが漏えいしていた。 開放 あり（検知でき 販売事業者に対して
16.8.24 こんろを使用していたところ漏えいしていた ないガス量） 次項を指導した。

ガスに引火したもの。末端ガス栓にプラステ ・ヒュ－ズガス栓 ・消費者に対してガス
ィック製のキャップが付いていたため漏えい あり の使用説明等周知を
したガス流量が少なかったため、ヒューズガ ・マイコンＳあり 十分に行うこと。
ス栓が作動しなかったと推定された。 ・使用していないガス

栓にはゴムキャップ
を必ず施すこと。

・従業員へ特に本件に
係る保安教育を行う
こと。

千葉県 爆発 一般住宅 17:50 一般消費者 消費者がふろがまのガスバーナーへ点火した 点火ミス ・ガス漏れ警報器
富里市 軽傷者 １ 木造 等 ところ、漏えいしていたガスに引火、爆発し なし
16.8.24 （女性70） たもの。通常は「パイロットバーナーのバル ・ヒュ－ズガス栓

ブ」、「末端ガス栓」の順で開けて点火して なし
いたが、事故時は誤って「メインバーナーの ・マイコンＳあり
バルブ」を開けてしまったため、通常よりも
多くガスが出ていたため点火したときに爆発
したものと判明した。
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

宮城県 漏えい 飲食店 9:45 その他 充てんを行うため、ポンプを起動させたとこ ローリーのポン ・ガス漏れ警報器 ＜経済産業省＞
古川市 軽傷者 １ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ （調査中） ろポンプ付近で異音がしているのを確認した プ軸受部の損傷 あり（検知でき ・業界団体に対し、類
16.8.30 （男性46） 造平屋建 ため、ポンプを停止させた。その後、カップ (損傷原因不明) ない位置） 似事故防止のための

リング用液流出防止装置（以下「カップリン ・ヒュ－ズガス栓 注意喚起を行った。
グ」という）を取り外したところ、当該カッ あり
プリングから液状のＬＰガスが吹き出したた ・マイコンＳあり
め、直ちに安全継手上流側にある弁を閉止し
た。その際、充てん作業者の右腕に液状のＬ
Ｐガスがかかり軽度の凍傷を負った。
ポンプ軸受部が何らかの原因で亀裂が生じ、
破損に至った。破損した軸受部の破片が充て
んホースを流れカップリングに達して、当該
カップリングを閉止する際、噛み込んだため
液状のＬＰガスが漏えいしたと推定される。

北海道 漏えい 共同住宅 19:31 その他 台風による強風で容器収納庫が傾倒、供給管 供給管の損傷 ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
旭川市 木造２階建 （台風） が損傷してガスが漏えいした。 なし ・販売事業者に対して
16.8.31 なお、本収納庫（容器４本立）の底部４箇所 ・ヒュ－ズガス栓 容器収納庫が転倒し

には、転倒防止用のアンカーボルト通し孔が 不明 ない措置とするよう
設けられていたが、アンカーは１本も設置さ ・マイコンＳあり 指導した。
れず、共同住宅前の舗装上に、自立により置
かれていただけであった。

宮城県 漏えい 給食ｾﾝﾀｰ 販売事業者 当該給食センターに設置されている調整器の 調整器の腐食 ・ガス漏れ警報器
登米郡 鉄骨造平屋 安全弁からガスが漏えいしたため、職員が販 あり（検知でき
16.9.1 建 売事業者へ連絡して緊急時対応が行われた。 ない位置）

調整器の腐食により内部の部品が破損し、漏 ・ヒュ－ズガス栓
えいに至ったものと推定され、腐食原因は安 なし
全弁部分からの雨水・ほこり等の進入による ・ガス漏れ警報器
ものと推定された。 連動自動ガス遮

断装置あり

福島県 ＣＯ中毒 飲食店 13:00 一般消費者 調理中、換気扇を回すのを忘れて大型こんろ 換気不良 ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
会津若松市 軽症者 ２ 鉄骨造平屋 等 を使用していたところ、換気不良から不完全 あり ・給排気の徹底、ＣＯ
16.9.1 （女性40, 建 燃焼となりＣＯ中毒となった。また、給気口 ・ヒュ－ズガス栓 警報器の設置につい

女性20） の前に荷物を置いていたため十分に給気でき あり て口頭で指導した。
ていなかった。 ・マイコンＳあり

愛知県 爆発 学校 8:50 一般消費者 学校の給食室でお茶を作ろうとして貯湯式湯 点火ミス ・ガス漏れ警報器
小牧市 軽傷者 １ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 等 沸器の種火を点火しようとした際、数回、点 あり（検知でき
16.9.1 （男性45） 造４階建 火作業を繰り返したがうまく点火せず着火が ない量）

遅れ、その間に滞留していたガスに引火した ・ヒュ－ズガス栓
もの。 あり

・マイコンＳあり
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大阪府 爆発・火災 ｺﾝﾃﾅﾊｳｽ 9:36 一般消費者 建設現場の駐車場に設置されたコンテナハウ 容器バルブの誤 安全器具等なし （行政指導等）
堺市 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 等 スで弁当用の炊飯等を行っていた。コンテナ 開放 販売事業者に対して以
16.9.3 造平屋建 販売事業者 ハウス内に10㎏容器３本をそれぞれ炊飯器２ 下の内容の改善指導書

台とこんろ１台に接続して販売事業者から消 により指導し報告を指
費者へ引き渡した。その後、消費者の要請に ・規則第16条３ 示した。
より配送員がコンテナハウスの外に予備とし 号、13号違反 ・販売の方法、期間を
て10㎏２本を置いていった。事故当日、ガス （10㎏容器によ 問わず遅滞なく書面
が出にくくなったため、消費者が予備に置い る質量販売） を交付すること。
ていた10㎏容器２本を屋内に持込み、調整器 ・規則第28条違 ・販売の方法、期間を
等を接続しないまま容器バルブを開けてしま 反 問わず契約後速やか
ったため、ガスが噴出して使用中の燃焼器の に委託する保安機関
火から引火したもの。 に変更連絡表を提出

し、保安業務に落ち
（質量販売 10㎏×３本、10㎏×２本） のようにすること。

・規則第16条第３号を
遵守し違法な供給を
行わないよう社員全
員に周知徹底し、一
般消費者等から懇願
された場合でも危険
性の高さを理由に拒
否すること。

・規則第132条を遵守
すること。

奈良県協会に対して事
故防止に関する措置に
ついて文書で周知徹底
を依頼した。

山口県 漏えい火災 一般住宅 17:00 一般消費者 湯沸器に点火しようとしたがなかなか点火し 点火ミス ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
岩国市 木造２階建 等 ないため何度も点火操作を繰り返していたと あり（検知でき ・販売事業者に対して
16.9.5 ころ、その間に点火ノズルより漏えいしてい ない量） 再発防止のため燃焼

たガスに引火し、さらに引火した火が湯沸器 ・ヒュ－ズガス栓 器具の十分な点検整
の下に置いていた衣類等にも着火して小火災 あり 備（必要に応じて取
となったもの。 ・マイコンＳあり 替）と業務主任者自

らによる確認を指示
した。

滋賀県 漏えい 共同住宅 16:30 販売事業者 当該共同住宅の貯蔵設備付近からガス臭がす 供給管埋設部の なし（屋外） （行政指導等）
守山市 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ると販売事業者へ連絡が入ったため現場に出 腐食 ・販売事業者に対して
16.9.12 造４階建 動してガス漏れ検知器で貯蔵設備付近の点検 埋設管管理台帳の整

を行ったが反応が無かったため、供給管の気 備、差圧式調整器へ
密試験を実施したところ、０kPaとなった。 の交換を指示した。
点検の結果、本管よりメーターに上がる埋設
部で漏えいしていることが判明した。
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福岡県 爆発 寮・寄宿舎 4:50 販売事業者 作業員宿舎の１階食堂で朝食の準備をしてい こんろ器具栓の ・ガス漏れ警報器 （行政指導）
福岡市 重傷者 １ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ た従業員が炊飯器のスイッチを入れた時、爆 閉め忘れ又は誤 なし ・販売事業者へ対して
16.9.20 （女性64） 造３階建 発した。食堂の業務用３口こんろのうち２口 開放 ・ヒュ－ズガス栓 経過措置期間を過ぎ

の器具栓が開いていたため、ガスが漏えいし なし ても規則第18条第22
ていた。つまみが開いていた原因は不明。 ・規則第18条第 ・マイコンＢあり 号ロ及びハに規定さ
なお、当該施設はガス漏れ警報器設置義務施 22号ロ及びハ れている機器が未設
設であるが未設置であった。 違反(未設置) 置であったことにつ

いて文書で警告を行
うとともに改善報告
書の提出を求めた。

福岡県 爆発・火災 その他店舗 11:40 充てん事業 充てんのため、塀の下部の隙間から充てんホ ・離脱した安全 なし（屋外） （行政指導等）
太宰府市 軽傷者 １ 鉄骨造２階 者 ースを通した後、反対側から引っ張ったとこ 継手を再度接続 ＜経済産業省＞
16.10.1 （女性89） 建 ろ、安全継手が作動し離脱した。 する作業は、充 ・業界団体に対し、類

物的被害 バルクロー 充てん作業者が現場で安全継手を接続しよう てんホース内の 似事故防止のための
工場全焼、 リー（充て とバルクローリー側充てんホース内の圧力（ ＬＰガス(液)を 注意喚起を行った。
家屋全焼、 ん設備） ＬＰガス）を抜く作業を行っていた。 排除して実施す
倉庫全焼家 安全継手とボール弁との接続部を緩めたが、 る必要があるが ＜県＞
屋の一部焼 その際、ボール弁を締めていなかったため、 その作業を消費 ・充てん事業者に対し
損壊、車輌 そこから液状のＬＰガスが噴出した。 先でそのまま実 て保安教育の充実及
全焼３台、 充てん作業者は、直ぐにバルクローリーへ戻 施していた。 びバルクローリー作
半焼５台、 り非常停止スイッチを押して緊急遮断弁を閉 ・充てんホース 業基準策定を文書で
損傷６台、 止した。その間に漏えいしたLPガスが店舗工 内のＬＰガス（ 指導した。
バイク１台 場内に流入して、何らかの火から引火、爆発 液）の排除を安
全焼 した。 全継手とボール
＜Ｂ級＞ 弁との接続部を

緩めて行った

神奈川県 爆発・火災 共同住宅 10:30 不明 消費者が台所でたばこを吸おうとライターに 不明 ・ガス漏れ警報器
横須賀市 重傷者 ２ 木造平屋建 点火したところ、突然爆発が起こったもの。 あり（作動状況
16.10.5 （男性57, Ｓ型マイコンメーターの継続使用時間遮断機 不明）

79） 能が作動し、気密試験でガス栓より上流側で ・ヒュ－ズガス栓
＜Ｂ級＞ 漏えいがないことからゴム管又は燃焼器具か あり

ら漏えいしたと思われるが焼失していること ・マイコンＳあり
から漏えい原因の詳細は不明である。

石川県 漏えい 一般住宅 16:50 販売事業者 当該消費者の隣人がガス臭がすることに気が 供給管（露出） ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
河北郡 木造 付き、消防署へ通報した。消防署から連絡を の腐食 なし ・販売事業者に対して
16.10.7 受けた販売事業者が現場へ急行して調査した ・ヒュ－ズガス栓 容器交換時における

ところ、供給管の腐食によりできた穴を確認 なし チェック体制を強化
した。仮設による供給を行い翌日、供給管の ・マイコンＳあり するよう指導した。
更新工事を行った。

茨城県 漏えい 共同住宅 13:43 不明 付近の住人がガス臭がすると消防署へ通報 供給管とガスメ ・ガス漏れ警報器
つくば市 木造２階建 した。現場で確認すると供給管とガスメータ ータのユニオン なし
16.10.10 のユニオン継手部の間のエルボー部に亀裂が 継手部の間のエ ・ヒュ－ズガス栓

入っておりそこからガスが漏えいしていた。 ルボー部の損傷 なし
隣室のドアにストッパーが無く、ドアが開い ・マイコンＳあり
た際に衝突して損傷したものと推定された。
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

埼玉県 爆発 飲食店 9:10 一般消費者 ８時頃、飲食店の店長が餃子焼き器のバーナ 器具栓の誤開放 ・ガス漏れ警報器
越谷市 軽傷者 １ 鉄骨造３階 等 ー点検のため店に来て、メーターガス栓を「 あり（電源切）
16.10.11 （男性46） 建 開」にして点検後８時30分頃に帰った。９時 ・ヒュ－ズガス栓

頃、従業員が仕込みのため裏口から店内に入 あり
りスープレンジに点火用ライターを使って２ ・マイコンSBあり
～３回点火操作を行ったところ、爆発したも
の。ゆで麺器の器具栓が半開となっていたた
め、ガスが漏えいしていた。店長又は従業員
が狭い調理場に入った時に無意識にゆで麺器
のガス栓に触れたためガス栓が半開となった
と推定される。なお、警報器は設置されてい
たが電源が抜かれていたため作動しなかった

静岡県 漏えい火災 テント 14:25 一般消費者 容器交換を行う際、容器バルブが動かなかっ 容器バルブの閉 ・ガス漏れ警報器
静岡市 軽傷者 ３ 等 たため、閉まっていると思い（実際は｢開｣で め忘れ なし
16.10.13 （男性77, あった）、調整器を外したところガスが噴出 ・ヒュ－ズガス栓

女性75,44) し、蒸し器の火から引火したもの。 なし
・マイコンなし

（質量販売 20㎏×５本）

茨城県 漏えい 飲食店 4:00 販売事業者 通行人からガス臭がすると消防へ通報があっ 高圧ホースのＯ ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
水戸市 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ た。消防署から連絡を受けた販売事業者が現 リングの損傷 なし ・県エルピーガス協会
16.10.17 造３階建 場で確認したところ、高圧ホースと容器バル ・ヒュ－ズガス栓 を通じてＬＰガス業

ブの接続部からガスが漏えいしていた。 あり 界へ周知、注意喚起
容器交換の際の締め付けにより損傷劣化して ・マイコンSBあり した。
いたものと推定された。

愛知県 漏えい 共同住宅 18:20 販売事業者 台風の暴風により簡易型容器庫が転倒したた 供給管の損傷 ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
豊田市 鉄骨造２階 め、供給管の接続部が折損してそこからガス なし ・販売事業者に対して
16.10.20 建 が漏えいしたもの。なお、簡易型容器庫は固 ・ヒュ－ズガス栓 簡易型容器庫の転倒

定して設置されていなかった。 あり を防止する措置を講
・マイコンＳあり ずるよう口頭で指導

した。
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

埼玉県 爆発・火災 一般住宅 14:50 設備工事業 ＬＰガスから都市ガスへの切替を行うため、 末端ガス栓の誤 ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
さいたま市 軽傷者 ２ 木造２階建 者（都市ガ 既設のＬＰガス容器及びガスメータを撤去し 開放 あり ・設備工事業者（都市
16.10.21 （男性80, ス） た。浴室工事の工程上、当日の工事は都市ガ なお、末端ガス ・ヒュ－ズガス栓 ガス）に対してＬＰ

女性77） ス用の台所のコンロ用の末端ガス栓と都市ガ 栓に閉栓措置が なし ガスを都市ガスに切
ス用のガスメータの設置でありふろがまと瞬 施さないまま工 ・マイコンなし り替えるときには原
間湯沸器はそのままＬＰガスを使用すること 事を中断してい 則としてＬＰガスの
となっていたので仮設で20㎏容器を既設配管 た。 臨時供給を行わない
に接続していた。都市ガス工事業者は都市ガ こと及びやむを得ず
ス用こんろを設置して都市ガス用の末端ガス 行う場合は消費者へ
栓と接続した後、消費者２名へ使用方法とＬ 周知を徹底し、設備
Ｐガス用のこんろに使用していた末端ガス栓 の安全対策を行うこ
は、使用できない旨説明して当日の工事を終 とを口頭で指導した
了した。その後、説明を受けていなかった消
費者の息子が都市ガス用こんろを使って、お
湯を沸かそうとときに誤って、コンロが接続
されていないＬＰガス用の末端ガス栓を開い
て、点火操作を行ったため、引火爆発した。
なお、ＬＰガス用の末端ガス栓には閉栓措置
が施されていたかった。

神奈川県 爆発 一般住宅 12:00 販売事業者 11時30分から入居に伴い、供給開始時点検調 ふろがまの点火 ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
横浜市 軽傷者 １ 木造２階建 査を開始した。浴室に設置されていたＣＦ式 ミス なし ・従業員に対する保安
16.10.28 （男性28） ふろがまの点火テストのため点火操作を行っ ・ヒュ－ズガス栓 教育の強化を指導し

ていたがうまく点火しなかったため、何度か なし た。
繰り返し点火操作を行っていたところ、爆発 ・マイコンＳあり
したもの。

愛媛県 漏えい 飲食店 22:30 一般消費者 近隣の住人から消防へガス臭がすると通報が 器具栓の閉忘れ ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
松山市 木造平屋建 等 あったため、現場に急行して店舗内を確認し あり（鳴動した ・販売事業者（保安機
16.11. 2 たところ業務用こんろの器具栓が開いた状態 →室内不在） 関）へ対して消費者

であったため、器具栓を閉止した。なお、現 ・ヒュ－ズガス栓 へ消費機器の取扱い
場についたときはマイコンメーターにより遮 なし に注意を改めて、促
断されて漏えいは止まっていた。 ・マイコンＳあり すとともに消費者事

故等の緊急時対応を
要する際には、必ず
販売事業者（保安機
関）へ連絡するよう
に周知をするように
口頭で指導した。

茨城県 漏えい火災 共同住宅 9:30 設備工事業 設備工事業者の従業員（液化石油ガス設備士 工事作業ミス ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
つくば市 鉄骨造２階 者 ）が老朽化した供給管の交換工事を行ってい なし ・設備工事事業者に対
16.11. 8 建 た。サンダーを用いて管を切断していたとこ ・ヒュ－ズガス栓 して残ガスが無いこ

ろ、管内の残ガスを十分排除していなかった なし とを確認後、撤去作
ためサンダーの火花から引火爆発した。供給 ・マイコンＳあり 業に着手すること、
管の場所の都合によりパイプカッターが取り また、サンダーによ
付けられなかったためサンダーを使用してい る配管切断を行わな
た。なお、容器バルブ及メーターガス栓は閉 いことを注意喚起し
止していたが管内の残ガスは注意していなか た。
った。
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

埼玉県 火災 一般住宅 12:40 一般消費者 消費者の浴室から煙が出ているのを近隣の人 空だき ・ガス漏れ警報器
川越市 木造２階建 等 が発見し、消火活動を行うと共に消防署へ連 あり（ガス漏え
16.11.14 絡した。浴槽内の水の有無を確認せずにふろ い無し）

がまに点火したため、空だきとなったもの。 ・ヒュ－ズガス栓
なお、当該ふろがまには空だき防止装置が付 あり
いていなかった。 ・マイコンＳあり

宮崎県 爆発 飲食店 6:35 一般消費者 事故前日、フライヤーの元栓、メインバーナ 器具栓の閉忘れ ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
串間市 軽傷者 １ 鉄骨平屋建 販売事業者 ーの栓、種火の栓を開けた状態でメーターの あり（検知でき ・販売事業者（保安機
16.11.16 （女性53） 遮断弁を閉じた（消費者が遮断操作をして閉 ないガス量） 関）へ対して同様な

めた）。事故当日、メーターの遮断弁の復帰 ・ヒュ－ズガス栓 バイパスを設置して
操作をしたが「開」とならなかったため、販 あり いる設備についてバ
売事業者へその旨を連絡した。販売事業者は ・マイコンSBあり イパス弁を使用でき
ガス漏れ警報器が鳴っていないこと及びガス （バイパス配管に ないような措置を講
臭がしないことを確認した後、バイパスの弁 より事故時はマイ じさせると共に定期
を開けるように指示を行った。しかし、フラ コンメーターが有 供給設備点検、定期
イヤーの元栓、メインバーナーの栓種火の栓 効に機能しない状 消費設備調査の実施
を開けた状態であったため、ガスが漏えいし 態であった） 緊急時対応を適切な
てフライヤーの点火操作を行った際に引火、 方法による行うこと
爆発した。なお、メーターが遮断しても弁を を文書により指導し
切り替えることによりガスが使用できるよう た。
にバイパス配管（メーターを通らずに迂回で
きるような配管）を設置していた。

福島県 爆発・火災 一般住宅 19:00 一般消費者 消費者が調理の途中で離れた間に吹きこぼれ 立消え ・ガス漏れ警報器
原町市 軽傷者 １ 木造平屋建 等 で立消えとなっていた。そのため、末端ガス あり（検知でき
16.11.18 （男性80） 栓を閉めて、床とガス台を吹いていたところ ないガス量）

コンロが落下しそうになり、それを支えよう ・ヒュ－ズガス栓
としたところ爆発した。 あり
末端ガス栓を閉めたが不完全であったことか ・マイコンＳあり
らガスが漏えいしていた。また、ガスこんろ
を支えようとしたときに点火ボタンに触れた
ため引火、爆発したと指定される。

神奈川県 爆発 共同住宅 19:35 一般消費者 入居者の住人が浴室でふろがまの点火操作を 点火ミス ・ガス漏れ警報器
横須賀市 軽傷者 １ 木造平屋建 等 行っていたところ、爆発となった。なお、ふ あり（検知でき
16.11.28 （女性25） ろがまは入居時、販売事業者が点検をしたと ないガス量）

きに点火不備が認められ、メーカーの点検を ・ヒュ－ズガス栓
受けていた。点火操作中にふろがま内にガス あり
が滞留して、点火した際の火花により引火、 ・マイコンＳあり
爆発した者と推定された。
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

愛知県 酸欠 一般住宅 7:40 設備工事業 集団供給団地内で埋設管（ＰＥ管）で道路か 埋設管の接続作 なし（屋外） （行政指導等）
碧南市 死 者 １ 建設現場 者 ら消費者宅敷地内へ引込管の接続工事を行う 業をガス漏えい ＜局＞
16.12.3 （男性33） プレハブ造 ため、穴（深さ約70㎝、幅約40㎝、奥行約90 措置をしないま 販売事業者へ対して、

２階建 ㎝）を掘削して作業を行っていた。しかし、 ま行ったため、 次の事項を文書により
＜Ｂ級＞ ガスの漏えいを防止する措置を行っていなか 漏えいしたガス 指導するとともに所管

ったため掘削した穴にガスが滞留して酸欠と が穴に滞留し、 の液化石油ガス販売事
なったものと推定される。 酸欠となった。 業者に周知を行った。

・液化石油ガス設備工
事を委託する場合は
委託先の特定液化石
油ガス設備工事業者
の届出を確認すると
ともに、施工から完
成までの業務を適切
に管理すること。

・本管から引込管の変
更を伴う設備工事を
実施する場合は、自
主基準等の実施手順
を遵守してガス漏れ
のない状態で作業を
行うこと。

県へ対して所管の液化
石油ガス販売事業者及
び詠歌石油ガス設備工
事業者に本件事例の周
知及び適切な工事の実
施の徹底の指導を依頼
した。
＜県＞
県エルピーガス協会へ
傘下会員へ適切な工事
の実施の徹底の指導を
依頼した。

鹿児島県 爆発・火災 共同住宅 11:35 販売事業者 消費者が食器を洗いながら、カレーを温め直 コンロとユニオ ・ガス漏れ警報器
鹿児島市 軽傷者 １ 鉄骨造２階 そうとコンロに点火したところ爆発した。 ン継手部の接続 なし
16.12.7 （男性26） 建 ビルトインコンロの下部のユニオン継手部か 不良 ・ヒュ－ズガス栓

らガスが漏えいしていたことが判明した。 なし
なお、11月20日に行ったメータ検針のときに ・マイコンＳあり
メーターのガス漏れ表示（「ＢＲ」表示）に
は気が付かなかった。

岐阜県 爆発・火災 共同住宅 21:00 不明 消費者宅で何らかの原因により漏えいしたガ ガス漏れ原因等 ・ガス漏れ警報器
関市 重傷者 １ 鉄骨造平屋 スに引火、爆発となったもの。 詳細不明 不明
16.12.8 （男性39） 建 ・ヒュ－ズガス栓

軽傷者 １ あり
（女性62） ・マイコンＳあり
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

長野県 漏えい火災 飲食店 15:05 一般消費者 消費者がガスストーブの点火操作をしている 器具栓の不完全 ・ガス漏れ警報器
塩尻市 軽傷者 ２ 木造２階建 等 ときにガス栓が不完全閉止の状態となり、ガ 閉止 あり（検知でき
16.12.12 （男性84, スが漏えいし、その後ストーブの点火操作を ないガス量）

女性85） したときに引火した。 ・ヒュ－ズガス栓
あり

・マイコンＢあり
（ガス漏れ警報
器連動）

神奈川県 漏えい 共同住宅 19:00 販売事業者 販売事業者が当該共同住宅の空き室の販売権 容器交換作業ミ ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
津久井郡 木造平屋建 を主張する目的で容器２本を設置していた。 ス あり（検知でき ・販売事業者へ対して
16.12.16 事故当日、別の消費者宅のガス切れに対応す （容器未接続） ない位置） 空き家に設置してい

るため、自動切替調整器から容器１本を取り ・ヒュ－ズガス栓 る容器の撤去等及び
外して持ち出していた。その後、残りの容器 あり 容器交換時の作業手
の容器バルブを閉めていなかったため自動切 ・マイコンＳあり 順等の再確認を口頭
替調整器と容器の接続部（事故時、容器は片 で指導した。
側だけ接続されて他方は未接続）からガスが
漏えいした。

北海道 漏えい 共同住宅 14:13 販売事業者 ２階テナントからガス臭がすると販売事業者 供給管(埋設管) ・ガス漏れ警報器 （行政指導等）
札幌市 （店舗、事 へ連絡があったため、現場へ行き２階テナン の腐食 あり（検知でき ・販売事業者へ対して
16.12.25 務所供用） トのＳ型保安メーターの表示を確認したとこ ない位置） 埋設配管について再

鉄筋コンク ろ、「ＢＲ」表示であったため、漏えい試験 ・ヒュ－ズガス栓 発防止の徹底につい
リート造３ を行ったが異常を確認できなかった。Ｓ型保 あり て指導した。
階建 安メーターをテスト遮断して「ＢＲ」表示が ・マイコンＳあり ・道協会に対して事故

消えたのを確認して、引き続き３階のＳ型保 事例の周知による事
安メーターの表示を確認した（表示は出てい 故防止を要請した。
なかった）。この間に１階のテナントから消
防へガス臭がすると通報があり、消防署員が
現場で供給設備の埋設管（施工後22年、白管
）を掘削したところ、腐食により穴が開きガ
スが漏えいしていることを確認した。
なお、平成16年７月１日と10年８日の容器交
換時点検時に「ＢＲ」表示を確認していたが
漏えい検知器で測定した結果、異常が発見で
きなかったため、問題なしとしていた。

福井県 爆発・火災 一般住宅 15:15 一般消費者 消費者が台所で正月用の煮豆を作ろうとこん 点火ミス なし
福井市 軽傷者 １ 鉄骨造２階 等 ろに点火したところ漏えいしていたガスに引
16.12.28 （女性80） 建 火、爆発した。消費者がこんろの点火操作を

繰り返していたところ、その間に漏えいした
ガスが燃焼器内に滞留したものと推定された
（質量販売 ２㎏×１本）
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発生場所 現象 建物用途 発生 原因者 事故概要 事故原因 安全器具等 行政指導等
発生年月日 被害状況 構造 時間 法違反の有無 設置状況 再発防止策

福井県 爆発・火災 農舎 8:00 一般消費者 消費者が台所で正月用の餅を作ろうと販売事 調整器接続不良 なし （行政指導等）
福井市 軽傷者 １ 木造２階建 等 業者から５㎏容器を購入、農舎で自ら容器に ・販売事業者へ対して
16.12.30 （男性80） 調整器を接続して容器バルブを開けたところ ・規則第16条第 質量販売先に対する

ガス臭がした。そのため、容器と調整器の接 ３号違反（容 配管接続及び保安業
続部分を締めようとしたが誤って緩めてしま 器の配管未接 務の確実な実施を口
ったためガスが漏えいし、近くで使用してい 続） 頭で指導した。
たこんろに点火したところ漏えいしていたガ ・法第27条違反 ・県協会に対して本件
スに引火、爆発した。 （保安業務未 の周知による再発防
（質量販売 ５㎏×１本） 実施） 止のための対応を文

書で要請した。
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Ⅴ．その他事故

“その他事故”については、経済産業省原子力安全・保安院“液化石油ガス関係事

故措置マニュアル”に定義されるもので、“自殺、故意、いたずら、盗難等”に該当

し、いわゆる“ＬＰガス事故”の対象外の事故である。ここに収録してある“その他

事故”は“ＬＰガス事故”と同じく、“液化石油ガス一般消費者等調査報告書”によ

り都道府県から経済産業省へ報告があったものである。

“その他事故”は（表－21、87頁）、平成16年は60件であった。これを個別にみる

と、“自殺”については、平成16年は９件で死者３人、傷者６人となった。“故意・

いたずら”は、15件で死者なし、傷者なしであった。“単純火災”は、こんろにやか

ん、なべ等をかけたままにしているうちに周囲の可燃物に燃え移り火災となったもの

等であり、11件で死者なし、傷者９人となった。“その他”は、容器盗難、交通事故

等で、25件で死者１人、傷者１人であった。
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表－21 その他事故の年別件数及び死傷者数

年
7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

種別

自 殺

件 数 13 8 16 13 14 11 9 11 3 9

死 者 1 2 1 4 4 3 3 3 - 3

傷 者 16 8 21 14 14 9 11 7 3 6

故意・いたずら

件 数 3 6 4 11 7 13 14 12 17 15

死 者 - - 1 1 - - 1 - - -

傷 者 3 4 1 6 9 2 2 1 3 -

単純火災

件 数 9 4 4 1 9 10 8 6 7 11

死 者 - 5 2 - - - 1 1 1 -

傷 者 2 3 - - 3 1 5 - 1 9

そ の 他

件 数 4 6 5 13 19 22 24 38 29 25

死 者 - 4 - - - - - 2 1 1

傷 者 1 4 3 4 14 15 12 31 15 1

合 計

件 数 29 24 29 38 49 56 55 67 56 60

死 者 1 11 3 5 4 3 5 6 2 4

傷 者 22 19 24 25 40 27 30 39 22 26

[注] その他とは以下のようなもの

１．容器の盗難

２．自動車の飛び込み等

３．隣接家屋等の火災による過熱等

４．その他自殺、故意、単純火災に該当しないもの




